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仙台市内には約700の遺跡があ り、今回ここに報告する発掘調査成果は、その内の一つ
。富

沢遺跡内の調査に関するものです。

調査地は東北特殊鋼株式会社の工場用地でした。1939年の操業開始で、製造棟・研究棟等が

ありましたが、村田工業団地内に工場を移転することになり、長町七丁目西地区再開発計画が

立てられました。

仙台市南部の副都心におけるコミュニティデーンの一部として工場跡地を分割し、その一つ

に商業施設の立地を図ることになり、現在 (仮称)ザ・モール長町を建設中です。

当用地内には周知の遺跡として、富沢遺跡と金岡八幡古墳があり、古墳については壊さずに、

周辺整備を行 うことになりました。建設予定箇所は工場用地であったため、建物があった場所

のみならず、建物間の通路等も無数の深い埋管等があ り、確認調査と本調査出来る箇所が限定

される状況で、調査は東北特殊鋼、建設・設計担当側の多大なるご協力をいただくことにより、

無事に終了することができました。

この地も工業用地から市民が利用する商業用地等に変貌するわけですが、それ以前、この周

辺は弥生時代から近世までの水田が営まれていたことも、永く市民の記'臆に残したいものです。

先人の残した文化遺産を撮護し、保存活用を図 りつつ後世に継承していくことは、私たちに

課せられた責務と考えております。ここに報告する調査成果がこういう意味で研究者のみなら

ず市民の皆様に広 く活用され、文化財保護に対するご理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査並びに本報告書の刊行に際しまして多くの方々のご協力、ご助言

を賜 りましたことに対しまして深く感謝申し上げます。

平成 9年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 堀 籠 克 彦



例   言

1.本書は、平成 5,6年度富沢地区受託事業に係わる富沢遺跡第86次発掘調査報告書であり、すでに公表された
広報紙等に優先するものである。

2.報告書刊行のための遺物整理は、陶器 。磁器に関しては文化財課調査第一係 :佐藤 洋、石器に関しては、仙
台市宮沢遺跡保存館学芸員 :斎野裕彦、調査第二係 :荒井 格、その他の出土遺物に関しては東北学院大学研究
生 :大谷 基の協力のもとに、調査第二係 :佐藤甲二が担当した。
3.本書の執筆・作成・編集は佐藤甲二が担当した。

4.第 4章の自然科学分析については下記の方々に分析・執筆をお願いした。記して感謝の意を表する次第である。

第 1節 仙台市、富沢遺跡第86次調査におけるプラント・オパール分析・・・・・・古環境研究所 松田隆二

第 2節 富沢遺跡第86次調査で採取されたテフラ試料の屈折率測定・・・・・・・・古環境研究所 早田 勉
5.本調査に係わる一切の資料は仙台市教育委員会が保管している。

凡    例

1.本報告書の上色については「新版標準土色帳」(小山。竹原 :1976)に準拠している。

2.本書中の第 1図の地形図は、建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台西南部」と「仙台南東部」を合成

したものを使用 した。

3.図中、本文中使用の方位の北 (N)は、全て真北である。

4.図中の座標値は、平面座標系Xに よっている。

5,遺構名の略語として、 SE:井戸跡,SD:溝 跡, SK:土娠,SRI自 然流路跡を使用した。
6.遺物の登録には、以下の略号を使用した。

A:縄文土器  B:弥 生土器  C:非 ロクロ成形の上師器  D:ロ クロ成形の上師器  E:須 恵器
F:赤焼土器  G:土 師質土器  I:陶 器  K:石 器・石製品  L:木 製品  S:埴 輪
7.土器類で中心線が一点鎖線のものは、図上復元実測図である。

8.土師器実測図内面の網は黒色処理を示している。

9.遺物観察表における ( )内数値は、図上復元値である。

10.本文中での「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は、現在、十和田 a火山灰To― aと 同定されてお り、降下

年代は915年初夏とされている (町田他 :1981,1996)。

H。 富沢地区の水田跡の認定に関しては、「水田跡の基本的理解―仙台市における水田跡の検出と認定―」 (仙台市

農耕文化勉強会 :1990)の認定基準に基づく。
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第 I章

第 I章 富沢遺跡第86次調査のあらまし
1

遺 跡 名 :富沢遺跡 (仙台市遺跡登録番号C-301)

調査目的 :店舗建設に伴う事前調査

調査期間 :試掘調査 平成 5年 4月 14日～8月 5日 ,

調査主体 :仙台市教育委員会

調査要項

所 在 地 :仙台市大白区長町七丁目20-1

調査面積 :約 1,6004r(試掘区約760Υ ,本調査区約840Υ )

本調査 平成 6年 4月 13日～8月 5日

調査担当 :仙台市教育委員会文化財課調査第二係

調査担当職員 :試掘調査 佐藤甲二 佐藤 淳,本調査 佐藤甲二 三塚 靖      整理担当職員 :佐藤甲二

調査協力 :東特エステートサービス株式会社,東北特殊鋼株式会社,株式会社フジタ東北支店

2.富沢遺跡について
富沢遺跡は仙台市西部の仙台市太白区長町南・富沢・泉崎他に所在する。遺跡は名取川と広瀬川に挟まれた沖積

地 (郡山低地)の西に位置する。遺跡は主に低平で湿潤な後背湿地を中心とし、西方を丘陵地、他の三方を広瀬川

と名取川の支流である魚川の自然堤防によって囲まれている。遺跡内西側中央部には、西方丘陵部から東へ延びる

微高地が広がってお り、この地形的変換点を加味し、遺跡は大きく微高地部分・北部・南部・西部の地域区分がな

されている。この内、微高地部分は「泉崎浦遺跡」として登録されているが、平成 3年度以降は、富沢遺跡の一部

として包括し、富沢遺跡の調査次数を与え、調査・報告している。

宮沢遺跡の総面積は約90hclで、現在は土地区画整理事業により約1～2mの盛上が施されているが、盛土以前の標

高は9～ 16mである。水田跡を主とする遺跡で、現在まで94次にわたる調査が実施されている (第 2図 ,1996年 3

月現在)。 弥生時代から近代までの各時代の水田跡が検出され、これら各時代の水田跡は一地点で重層し、検出さ

れる。また、水田跡以外には、中世の居住域や縄文時代・後期旧石器時代の遺物・遺構も出土
。検出されている。

なお、富沢遺跡の歴史的環境及び地形と地質に関しては、富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野・豊島 :1987)、 富

沢遺跡第24次調査報告書 (豊島 :1988)、 富沢遺跡第30次調査報告書 (太田 :1991)に詳しい記載があるので、こ

れを参照にされたい。

3.調 査概要

調査対象地区は、富沢遺跡の北部地区に位置する工場跡地である (第 3図 )。 工場跡地は南北約300m、 東西約250m

の広い範囲で、この内の南半部が富沢遺跡の範囲内にあたる。また、敷地北西隅には未調査である金岡八幡古墳が

存在する (結城 :1990)。 この地域は、北方のニッ沢起源の推積物による微高地から後背湿地への変換点にあたる。

工場跡地内店舗建設面積は約30,0004fで 、この内、富沢遺跡の範囲内には約半分が含まれる (第 2図 )。 また、金

岡八幡古墳は店舗建設部分からは外れている。

敷地内の現況は、工場跡部分はすでに下層深くまで基礎工事等による破壊が及んでおり、棟間も無数の埋設管等

によって撹乱されている。店舗建設部分の大半は、これら境乱部分と重複している。以上のような現況を踏まえ、

埋没古墳の存在の有無、水田跡の広がりの把握、縄文・旧石器時代の遺構・埋没林の有無に関する下層調査、未破

壊部分の範囲確認及び本調査区箇所の選定を主眼とする試掘調査を平成 5年 4月 より8月 までの間、店舗建設部分

以外も含め実施した。

試掘調査は8× 8mを基本とする試掘区 1～19T(13・ 18T欠番)を敷地内の17ヵ 所に設定した。その結果、店舗

建設部分には埋没古墳の存在は認められないこと、試掘区 8T以北には水田跡の存在が認められても平安期以降の

もので、すでに削平され遺存状態が悪いこと、試掘区H・ 9・ 14T以南には秀生時代まで遡る水田跡が広がってい



3 調査概要
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3.調査概要
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第 I章 富沢遺跡第86次調査のあらまし

ること、店舗建設部分の大部分が撹乱を受けていたが、試掘区 9～12Tは層位の連続性が認められた上、5期の水

田跡が検出され、しかも、HTと 9Tを結ぶ工場棟間は、埋設管が入っていないことが判明した。また、下層調査

に関しては、可能な限り試掘区を掘り下げたが、遺構等の検出は認められなかった。これを受け、翌平成 5年 4月

より試掘区HTと 9Tを結ぶ工場棟間を本調査区とし、調査を実施した。

その結果、下層の2期の水田跡の畦畔は検出されなかったものの、上層3期の平安期水田跡が検出され、この時期

の水田構造を把握する上での貴重な資料を得た。 8月 5日 に本調査区の調査を終え、 2ヵ 年にわたる全ての調査を

終了した。

調査参加者

相原妥各子 相原 友子 青山 諒子 赤間 共栄 浅野由喜子 阿部八重子 阿部 洋子 阿部 美香 砂金 正男

板橋 栄子 板橋 静江 板橋スエノ 井鳥喜久代 岩井レイ子 大山のり子 大槻 明美 大友とし子 小川 良子

小野 辰夫 金沢沙知子 川村 信 菊地 恵子 熊沢 とも 後藤 靖子 金野 静子 桜井 芳子 佐竹カツヨ

佐竹さく子 佐竹志女子 佐藤 静枝 佐藤ちよし 佐藤 清治 佐藤 直成 佐藤てる子 佐藤とみ子 佐藤 弘子

佐藤 瑞男 佐藤八重子 庄子みさ子 島崎なつ子 菅井 民子 菅原 弘 鈴木かつ子 鈴木きぬ子 鈴木 幸子

鈴木ちさ子 鈴木ヨンノ 関口 国生 高橋 勝恵 高橋とみ子 高橋 美香 只木恵美子 橘 英子 土屋みどり

津谷 貞子 富田 是 富永美輪子 中村アサ子 永野 泰治 西 鈴代 沼田 綾子 芳賀 恵子 畠中真知子

服部 和恵 早川 裕子 日野きみ子 本田 光子 本間しずえ 松野 1頁子 松本 和美 水野 信子 宮嶋 都

峯岸きみえ 嶺岸わくり 武藤 信子 森 金三 森 ミヨノ 谷津 和子 山田やすこ 依田 光子 米倉 節子

渡部 麗子 渡辺イチ子 渡辺かはる 渡辺 洋子 渡辺富佐江

整理参加者

相原妥各子 青山 諒子 青山 こく 大泉 照美 大山のり子 岡田 牧子 阿部 美香 佐竹志女子 佐藤 知生

佐藤 弘子 只木恵美子 津谷 貞子 西 鈴代 服部 和恵 本田 光子 谷津 和子 山田やすこ 渡辺かほる



第 1節 C地区 (本調査区,試掘区 9 10 H・ 12T)

第Ⅱ章 調査結果
試掘対象面積は、約70,0004tと広大な面積であっが、その大半が工場に伴う境乱を受け、未破壊部分はかなり限

定された部分にしか残されていなかった。試掘調査は、この部分を中心として45Υ前後の試掘区 1～ 19T(13・ 18

T欠番)を設定した。その結果、対象面積に対して試掘可能箇所が17ヵ 所と少なく、しかも各試掘区間が離れてい

たこと、さらに対象地域が微高地から後背湿地への変換点であったことより、試掘区間の層位の変化が顕著で、調

査時において広い範囲わたる層位の連続性を追うことが困難であった。このため、調査時において明確に層位の連

続性が把握できる範囲ごとに分け、対象地区北側よりA～ F地区の 6地区の名称を付し、これら各地区ごとの基本

層序を設定した。

第 1節 C地区 (本調査区,試掘区 9。 10・ H。 12T)

当地区に含まれるのは本調査区、試掘区 9。 10・ 11・ 12Tである。これらは敷地中央部の西側に位置し、現標高

はH.85～ 12.25mの間である。

1.調査方法
(1)試掘区
設定面積は試掘区 9Tが約8.0× 6.5m(57r)、 試掘区10Tが約7.5× 8.Om(63Υ )、 試掘区HTが約7.5× 7.5m

(554r)、 試掘区12Tが約5.0× 6.5m(334f)である。調査は盛土を重機で除去 し、以下は人力により行なった。

調査区内には、土層観察及び排水用の側溝を設けている。各試掘区は、全てC15層上面まで調査区全面の精査を実

施 し、それ以下は12Tを除き、各々調査面積を縮小した (第 4図 )。 この内、HTは現地表下約4.8mの C29層 まで

掘 り下げた。
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▲プラント・オパール採取地点

第 4図 本調査区 Grid配置図 (試掘区も含む)
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第I章 調査結果

(2)本調査区

試掘区 9Tと試掘区HTを結ぶ東西に細長い調査区で、調査手順の都合上、西側の I区と東側の正区に分け、 I

区を先行し調査を開始した。両調査区を合わせた設定面積は、約72× 12mの 8434r(I区 573Υ ,I区270ぜ )であ

る。調査は、盛土及び直下の旧水田耕作土下部までを重機で除去し、以下は人力により行なった。調査区内には I

・I区とも土層観察及び排水用の側溝を設けてある。C15層上面までは調査区全面の精査を実施し、C15層以下はB

-7・ 8Gridに 約7.5× 6.Omの試掘区を設け、現地表下約5。 lmの C34層 まで掘り下げた (C34層面では約3.5×

3.Om)。 遺構の測量は、前年度の試掘区を網羅した任意の基点 (S00・ E00)に よる6× 6mGrid(南 北A～ G,

東西 1～ 15)を基準として実施した。なお、Grid南 北軸は真】ヒに対して西偏12° 7'35″ である。また、Grid

基準杭 (杭 A・ B)の平面直角座標系Xにおける座標値を計測し、遺跡内の正確な位置を把握している (杭A:X

=-197.2155401cn,Y=+3.95895割血、杭B:X=-197.205456km,Y三 十4.00588儀延)。

2.基本層序
盛土下に大別34層、細別では42層が確認された (第 5～ 9図,表 1)。 これらの内、C15層から上の上層で本調査

区及び全ての試掘区に分布が見られるのは、C2a・ 2b・ 5。 12・ 13・ 14・ 15層のみである。特に、C7層 (9T)
・C8層 (9・ HT)。 CHa oCllb層 (9。 10T)の各層は本調査区には分布せず、ごく限られた狭い部分的な

広が りを示す。なお、C2層は a・ b層に細分しているが、実際の調査時においては分層をせず、一括してC2層 と

標高120m A・ B

C16b

第 5図  C地区基本層序



表 l C地 区基本層序土層註記表
混    入   笏

01a 風化凝灰岩粒多登,小石

庚黄褐   10Y R4/2

C2a 灰黄褐   10Y R5/2 砂 ～63 〇 O O ○ 〇 管状結核
薄いにぶい黄褐色ツルトを多条 (下部顕署).

風化凝灰岩粒,部分的にφ2～ 3cmの風化礫,炭化物多量
自然堆積 糧砂層

C2b ① 民化凝灰岩粒 ,炭化物,一部粘士と粗砂の互層 自然雅積

lK黄褐   10YR4/2
明黄褐   10Y R6/6

粘土 下層ブロッタ 風化凝灰岩粒多量,炭化物粒,粗砂プロック
〇 水田耕作

灰

黒     10Y R2/1
砂

C9b
灰      75Y6/1
灰ォリーブ 5Y5/2
黒     10YR1 7/

二

土

＋

釉

粘

壮

〇 O O 管状甕文 自然堆積 互層 (乱オとあ り)

粘土

灰煮

黒

25Y6/2
10YR1 7/1

土

土

柄

絶
O O 弱管状斑文 自然雅積 互層

黄

灰

黒

灰

苦

10YR1 7/1
25Y6/2
25Y4/1

土

土

土

粘

粘

粘

1-17 O O 弱管状斑文 自然雅積 互層 (乱れあ り)

10Y R2/1 植物遺体少畳

C13a
黒     10YR1 7/1
オリーブ灰  2 5GY5/1

土

土

稲

粘
O 植物遺体少量 自然堆積

互層 (中央オ リーブ

灰色 )

灰 5Y4/1

粘土 植物遺体少量

灰      5Y4/1
黒褐    10Y R3/1

土

土

積

粘
O 〇 植物遺体少員 自然4L積 互層

C14 灰 5Y4/1
砂質ツルト

～ツルト賓砂
O 〇 O 〇 O

植物遺体少量,部分的に,1～ 2cm風化礫多登 ,

黒色粘土ブロック
自然雅積

にぶい黄澄  IOY R7/3～
～緑灰 7 5CY5/1

粘土～秒礫 11～25 O O O 〇 O
植物遺体,砂際

自然雑積
グライ化

黒     10Y It1 7/1
黒褐    10Y R3/1
オリーブ灰 256Y571

上

上

ル

粘

粘

ン

(D O O O 植物遺体 自然堆積 互 層

C17 黒     10YR1 7/1
ナリーブ灰  2 5GY5/1

粘土

粘土
フルト～砂

O O (D 植物遺体 自然堆積
互層 (黒褐色

粘上基調)

ォリーブ灰  5C Y5/1 砂～砂礫 〇 O
粗砂,,4～ 5cII風 化礫,緑 色礫.樹木片,下面及び層中
にオリーブ灰色ンルト 暗灰黄色粘土 黒色粘上の互層

自然雅積 イ化

C10
黒褐    25Y3/1
鼻      10Y Rl″ 1

上

土

相

絶
0 l_l 植物遺体 自然雅積 互層

黒褐

浅黄

Y R3/1

5Y7/3

YR17/1

土

土

土

粘

粘

粘

(D (D 植物遺体 自然堆積
浅黄色 黒色粘上下面
で互層

C22
褐

灰

里
ト

7 5YO/1

10Y R V3

土

土

粘

粘
● 植物遺体 自然雅積

互層 (灰色粘土

基調)グ ライイ′

0

C24
黒～     10Y R2/1～
黒褐    10YRV3

粘上ヽ

砂管レ
(D 植物遺体 自然堆積 土質変化顕著

C25 灰 5Y5/1
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第 1節  C地区 (本調査区,試掘区9 10 H 12T)

して取 り扱った。C9層は 9T。 10Tでは、 a層の砂層、 b層の粘上の互層に分層されるが、本調査区では、上層

の影響によってたわみが激 しく分層が不可能であった。このため土質が全く異なる層であるが、敢えて一括 してC

9層 とした。また、C13層はH・ 12Tでは a～ dに分層される。上層のC2a～ 8層は、南東方向のE地区上層 (E

l～ 5層 )と 強い共通性が認められる。さらに、C14層以下の下層は若子の上質変化はあるものの、 F地区を除 く

周辺地区下層 と共通性が認められる。各層は粘土層を主とするが、C14層以下の下層になるとC14・ 15・ 16b・ 18・

25。 27・ 28・ 29・ 33層のような厚い砂層・砂礫層が多くなる。また、上層のC2a・ 4・ 9a層 も砂層である。酸

化鉄の斑文はCl～ 12層まで見られ、グライ化はC15層から始まる。Cl b・ 31層から火山灰が検出されている。Cl

b層のものは灰白色火山灰で、層中にブロック状に含まれる。C31層のものは、層上部にブロック状に認められた

もので、 B地区B26b層 同様、十和田中如テフラに同定される可能性がきわめて高いことが指摘された (第Ⅳ章第

2節 )。 現代を除 く明確な水田土壌は、Cl b・ 3・ 5・ 6・ 10,12層である。また、C7・ 8層 も水田土壌の可能

性がある。遺物出土層は、Cl b・ 2・ 3・ 4・ 5。 6・ 10・ 12・ 15層である。C15層 までの層の傾きは、全体的に
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第 1節  C地区 (本調査区,試掘区 9 10・ ■ ‐12T)
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は南東側への下 り傾斜であるが、E05ラ イン、E48ラ イン、E90ラ インあた りに南へ開く浅い谷地形が入ってお り、

この間が南へ延びる舌状台地状の地形となっている (第 10図 )。 このため地点によって微妙に傾斜方向が異なる。

C3層上面で溝跡が1条、

Cl b・ 3・ 5・ 6・ 10・

されなかった。
   ぎ

樹

3.検出遺構 と出土遺物
井戸跡が1基、自然流路跡が1条、C5層上面で溝跡が1条と杭列、C12層上面で溝跡が3条、

12層で水田跡が検出された。水田跡の内、Cl b層水田跡は耕作上のみで、畦畔等は検出
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第 1節  C地区 (本調査区,試掘区 9 10 H・ 12T)

(1)C3層 上面
01号井戸跡―CoSE l― (第 H・ 12図 ,図版 1-1)

本調査区B-7Grid北 西隅で検出された。検出地区は盛土下、直接C3層 となる部分で、堆積土状況より、
実際の堀 り込み層位は、Cl b層 以上の上層と判断される。上端直径約1.2mの ほぼ円形の素掘 りの井戸である。壁

はほぼ垂直で、深さ約2.2mを測る。堆積土は単層で、人為的に短時間に埋め戻された状況を呈する。堆積土中に

は、灰白色火山灰ブロックが含まれており、埋め戻しにCl b層が使用されたことが窺える。出土遺物は、底面よ

り破損した下駄と曲物が各1点出上したのみである (第 12図 1・ 2)。

Cl号自然流路跡―CoSR l― (第 H。 13図 ;図版 1-2)

本調査区で検出された。C3層水田跡を快 りながら、A-9Gridか らD-14G r i dへ蛇行し流下するもの
で、基本層C2層の供給源となった流路の 1つである。流路は I区では断続的であが、I区では確 りした痕跡を残

し、上端幅2m以上、深さ50clll以上なる部分も認められる。底面は凹凸が顕著である。堆積土は風化礫を合む粗砂

層で、基本層C2層 と全く同じ物である。なお、後述する下層の遺構、C,SD2上部もC・ SRl同様に基本層C2層
の供給流路の 1つ となっている。出土遺物に関しては、基本層C2層 として別頂で取り扱った。

C3層水田跡 (第 H。 13～ 15。 19図 ,図版 1-3～ 7, 4-1～ 6)

本調査区と試掘区 9Tよ り南北畦畔・東西畦畔による12区画、試掘区10Tよ り2区画の水田跡が検出された。こ

の水田跡は下層C5層水田跡畦畔を踏襲している。畦畔の検出面はC2層中である。C2層の影響によって、南北畦

畔5(8Gridラ イン)以西になると畦畔は不明瞭となり、さらに、下層C5層水田跡南北畦畔3位置 (6Grid
ライン)以西では耕作上が全て削平され、水田跡の広がりを確認することはできなかった。これとは反対に南北畦

畔5以東は、C・ SRl部分を除けば保存状況は良好であった。
〈畦畔の規模〉畦畔は耕作土と同一土壌―C3層 ―を盛 り上げ作られている。畦畔幅は、南北・東西畦畔とも差が

なく、下端幅30～ 80clllで、平均60cIIlである。耕作土上面からの高さも南北 。東西畦畔とも日立った差はなく、5～ 16clll

で、平均 10clllである。ただし、両畦畔とも畦畔を挟んで水田面の比高差があるため、5clll前後の高低差が認められ

る。

く畦畔の配列〉検出畦畔は、いずれも直線的なもので、ほぼ真北方向のもの (畦畔5～9)と これに直行するもの (畦

畔10～ 15)か らなる。畦畔の交わ り方は、多くが「十」状であるが、南北畦畔8A、 8B、 9及び東西畦畔Hの一部は

「 T」 字状である。これらの位置・方向は下層C5層水田跡の畦畔をほぼ踏襲するが、やや南】ヒ・東西にずれる場

合 (第 14図 1～ 5)、 畦畔9の ように一部の区画で取 り除かれる場合 (第20図6)も 認められる。

〈水田区画の形状と規模〉明確な区画面積・形状の判るものは、区画⑭の1区画しか検出されなかった。その他の

形状も畦畔の配列より、東西方向に長辺をもつ方形を呈するものと判断されるが、区画②のみ長辺を南北方向にも

つ。区画面積は区画⑭で424fである。その他の区画もこれと同様あるいはそれ以上で、区画⑬・⑩のように804rを

越えるものもある。

く耕作土〉耕作上の上質はシル ト質粘上である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に含む。厚さは

平均で10ctll位、厚い部分では30clllを測る。下面には酸化鉄の集積層は認められない。

(水田面の傾斜〉水田面の標高はH.00～ H.35mの間で、全体的には南方向への下 り傾斜を示すが、HGridラ
イン及び15G r i dラ イン東側の2ヵ 所に谷状の地形が入り込んでいるため、各区画によって傾斜方向が微妙に異

なる。勾配率は1.2～2.9%で、場所によってはかなり急な傾斜となっている。このためこの部分では畦畔を境にし

て区画間の比高差が比較的大きい。各区画内の高低差は、一部検出のものが大半であるが、全て10clll以内である。
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第 1節  C地区 (本調査区,試掘区 9 10 11・ 12T)

区画⑩は一部検出の区画であるが、検出区画の中で最も広い95ar以上の面積のものである。区画内のC'SRlに削

り取られた部分に東西畦畔が取 り付いていた可能性もあるが、区画内高低差が現状で7clllであることより広い区画

であったと判断される (藤原他 :1889)。

〈水口と水の流れ〉水口は区画⑭の】ヒ西・南西・南東の各隅に各lヵ 所、区画⑮の】ヒ東隅でlヵ所検出された。これ

ら検出された水口及び各区画間の比高差を考慮し、区画間の水の流れを想定すると、南北方向は区画⑬→⑫→①・

⑮、区画⑮→⑫、区画⑬→⑩、区画②→④、東西方向は区画⑭・⑮→⑫で、南北方向のものが圧倒的に多い。

く出土遺物〉耕作土内よリロクロ成形の上師器7点、須恵器1点が出土したが、全て細片である。土師器の内4点は、

外体部資料で、全て内面ヘラミガキの後、黒色処理が施されている。第15図 (図版 9-12)は、須恵器芥の口縁部

資料で、外面に墨書がみられる。

Cl号溝跡―C・ SDl― (第 H・ 16図 ;図版 1-7, 2-4)

本調査区A～ C-3・ 4Gridに 位置し、C2層除去後のC5層上面で検出された。C・ SD2を切っている。ま

た、北半は撹乱を受け大部分が残存しない。検出地区はC2層の影響によって、C3・ 4層が存在しないが、堆積土

の最下層が基本層C2層であったことより、C3層水田跡に伴うものと考えられる。C3層水田跡南封ヒ畦畔と同一方

向の真北方向をとり、ほぼ直線的に延びる。上端幅90clll前後、深さ約15～ 20ctllで、断面は開いた「 U」 字形を呈す

る。底面に比高差が認められ南端が約10clll下がる。堆積土は2層からなり、最下層の堆積土②層は、基本層C2層の

砂層である。また、堆積土①層も基本層Cl b層 と類似しており、灰白色火山灰ブロックを含む。出土遺物は堆積

土②層より、赤焼土器芥口縁部の細片が1点出土したのみである。

(2)C5層上面
C5層水田跡 (第 14・ 17～ 20・ 22図 ;図版 1-8, 2-1～ 3, 4-1～ 12)

本調査区と各試掘区より南北畦畔 。東西畦畔による26区画の水田跡が検出された。この水田跡は下層C6層水田

跡畦畔を踏襲している。畦畔の検出面はC4層中である。C2層の影響によって、南北畦畔3(6Gridラ イン)

以西から3Gridラ インまでは上面がかなり荒れている。さらに、HGridラ イン以東はC3層水田跡の影響

によって上面が削平されている。これに反して、畦畔3以東から10G r i dラ イン以西の間は、直上層C4層 (粗砂

層)に覆われ保存状況は良好であった。

(畦畔の規模〉畦畔は耕作土と同一土壌―C5層―を盛り上げ作られている。畦畔幅は、南北
。東西畦畔とも差が

なく下端幅20～ HOclll、 平均80clllである。耕作土上面からの高さは南北畦畔が平均 10clll、 高い部分では21cal、 東西

畦畔は平均5clll、 高い部分でも8clllで、南北畦畔の方が高い。C3層水田跡ほど顕著ではないが、両畦畔とも畦畔を

挟んで水田面の比高差があるものが認められる。平均3clll程の比高差であるが、南北畦畔3では10clllを測る。

(畦畔の配列〉検出畦畔はC3層水田跡同様に、いずれも直線的なもので、ほぼ真北方向のもの (畦畔1～9)と こ

れに直行するもの (畦畔10～ 15)か らなる。畦畔の交わり方は、多くが「十」状であるが、南北畦畔4及び東西畦

畔10A、 10Bの一部、10Cの一部、HA、 1lBの一部、12A(推定)、 123は「 T」 字状である。また、畦畔4と畦畔HBの

一部は「 L」 字状に交わる。以上のように特異な交点をもつ畦畔4を除けば、南北畦畔は全て交点で直線的に通り、

東西畦畔は交点で寸断したり、直線的に通らないものが多い。これらの位置
。方向は下層C5層水田跡の畦畔をは

ぼ踏襲し、上層C3層水田跡のようにややずれる場合は認められない (第 14・ 20図 )。

〈水田区画の形状と規模〉明確な区画面積・形状の判るものは、区画⑩ o①・⑭の3区画、また推定できるものは

区画⑥・⑦の2区画である。その他の形状も畦畔の配列より、東西方向に長辺をもつ方形を呈するものと判断され

るが、区画⑫は長辺を南北方向にもち、区画②Aも 同様と思われる。区画面積は区画⑭が50Υで、区画⑥・⑦も推
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一

C・ SDI土層註記

堆① 黒褐色 10YR3/1 粘土 灰自色火山灰プロック・砂粒を含む

堆② にぶい黄褐色 10YR4/1 砂 灰色粘上プロッタ・風化礫を含む

4´

(

4.C-12 Gttd 西壁 (10T)

6.C-13 Gttd 東壁 (9T)

N標 高12∞m   Si5    _____― ― S

―
一

C9a
eb

6層水田跡畦畔断面 (調査区外壁)

剛
□
剛

登録番号 出土地区 出土層 種  別 器 種

区画∩ 耕作 ■ 須薫器 辣 口縁部  組片
外  血 関  向 図版香号

Fク ロナデ ク冨ナデ 外面に墨豊 9-12

第15図  C3層水田跡出土遺物

堆②

第16図  C・ SDl平・断面図



第 1節  C地区 (本調査区,試掘区 9 10・ H 12T)

定面積がほぼ同様である。区画⑩・⑪は特異な形状を呈するもので、区画⑩の中がさらに分割され、南東側の1//4

部分が区画⑪となっている。区画⑩・①の面積は、それぞれ61・ 214fである。区画面積には804rを越えるものもあ

り、区画⑩は一部検出のものであるのにかかわらず、検出区画の中で最も広い100Υ以上の面積のを有する。

〈耕作土〉耕作上の上質は粘土である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に合む。残存厚は平均で9clll

位、厚い部分では30ctllを測る。下面には酸化鉄の集積層は認められない。

〈水田面の傾斜〉水田面の標高は10.90～ 11.40mの間で、全体的には南方向へ下り傾斜を示すが、 lGridラ イ
ン西側、 9Gridラ イン及び15G r i dラ インの3ヵ 所に谷状の地形が入り込んでいるため、各区画によって傾

斜方向が微妙に異なる。勾配率は0.6～5,5%で、緩傾斜面部分から急傾斜面部分までがみられる。このため急斜面

部分では、畦畔を境にして区画間の比高差が比較的大きい。各区画内の高低差は一部検出のものが大半であるが、

区画⑥を除けば全て10clll以内である。

〈水日と水の流れ〉水口は区画④の東西畦畔14で lヵ所、区画⑦の南北畦畔3中央やや北側でlヵ 所、区画⑪の封ヒ西

隅でlヵ 所、区画⑭の北東隅・東西畦畔10B東側 。東西畦畔HB西側に各lヵ 所、区画②南東隅でlヵ 所の合計7ヵ 所検

出された。この内5ヵ 所が東西畦畔で、南北畦畔に比べ水日の付く場合が多い。これら検出された水口及び各区画

間の比高差を考慮し、区画間の水の流れを想定すると、南北方向は区画④→⑤、区画⑩→⑪・⑫、区画⑬→⑭→⑮、

区画⑮→⑫、区画⑬→⑩、区画②→のA、 区画②→②B、 東西方向は区画⑥・⑦→⑩、区画⑦→⑭で、南北方向のも

のが圧倒的に多い。

(出土遺物〉耕作土及畦畔内より上師器・須恵器・赤焼土器・剥片・石製品・木製品等が計20点出上した。上器類

は全て破片資料である。土師器は8点出上したが、成形が識別できるものは4点で、これらは全てロクロ成形のもの

である。その内、3点は不で、全て内面ヘラミガキの後、黒色処理が施されている。第22図 1はその内の1点で、摩

滅のため底部の切り離し技法は不明である。同図2・ 3は須恵器の外で、底部の切り離し技法は、2が不明、3が回転

ヘラ切りで、縁辺に手持ちヘラケズリが施されている。同図6(図版10-2)は、残存長約9.5clll、 残存幅約3clll、 厚

さ約411ullの柾目板で、一方の板日面に端部が作出されている。端部近くの内面には、幅10111111程 の浅い凹が巡っおり、

曲物の一部の可能性がある。

C2号溝跡―C・ SD2-・ 杭列 (第 18・ 21図 ;図版 2-4・ 5)

〈遺構状況〉C2号溝跡は、本調査区 4Gridラ インで検出された。東西畦畔1lA・ 12Aを切り、C・ SDlに北側
の一部を切られている。また、北半は上部が撹乱を受けている。堆積土上半 (堆積土①・②)は、基本層C2層の

砂層で、上部はC3層上面検出のC・ SRlと 同様に、基本層C2層の供給流路の 1つとなっている。この段階で両岸

をかなり削平している。方向は南北畦畔と同一の真北方向で、ほぼ直線的に廷びる。上端幅2.Om前後であるが、

削平がなかったC5層上面段階では、もっと狭かったと考えられる。本来の堆積土は、粘土層を挟む粗砂層の堆積

土③層からで、この層も底面・壁面をかなり削っており、壁が快られている部分もある。深さも安定しておらず、

約30～80clllの 間である。この水路の両岸で、木杭が62本検出されている。直径4clll前後、長さ25clll前後の九木素材

のものが大半で (半切材4本 )、 全て先端加工が施され、20clll程打ち込まれている。これら杭は両岸幅約2mの間に、

水路と平行するように列をなしている。東岸では3列、西岸では東岸ほど明確ではないが、1列ないし2列である。

〈出土遺物〉溝跡の堆積土③からは縄文土器・土師器・須恵器が計15点出上した。これらは全て破片資料で、摩滅

が顕著である。土師器は7点出上したが、1点を除き他は全てロクロ成形のものである。第21図卜 2は、いずれもロ

クロ成形の土師器芥で、底部は回転糸切り無調整、内面はヘラミガキの後、黒色処理が施されている。同図3・ 4は

須恵器の外で、底部は回転糸切り無調整のものである。なお、堆積土① o②層出土遺物は、基本層C2層 として別

頂で取り扱った。



韻

1声
イ
 I

ぎ ｃ Ｗ
ピ

ざ γ ゝ

ゞ ｏ Ｗ
ピ

ぎ £ 】 世

ざ い 守
Ｎ

①

ざ ギ 却 Ｐ ゝ

ぎ い う 溜
ト

ざ

1 
4 
ゴ1
5

10

A

え`
ウ
あ B C

X、
、
′ θ
″ 【
?勤
転

D

X、
wη
払 F

X｀
的`
4コ G

A

X｀
1`9
72
00
4m

B

10
 3
5m
 l
1 
35
m 
l1
 3
0m
 i
 
ユl

4Ю

5m
iも
濫【
≦ ●ヽ
わ れ
独 嶋

D

え
｀
1`9
夕
2約
k軋

E F

X｀
重
レ
.ね
Ok
a

C
ゞ ｏ 却
翌

ミ さ ∞ ６ 引 判

″ ゝ

ざ Ｆ 瀞
ヽ

ミ
Ｓ

ギ

′
Ｆ

ぎ S

18
デ
イ

|

ぎ

|ギ
イ
10
 1
H 
S 
12

β ュ 嘲 司
＋ ″ ゝ

ミ 創 剖 ヾ ＋ ″ ト

韻 増 樹 　 訓 叫 酔 湘

Co
SD
2
①

畦
12
A

Ｏ
Ａ

畦
　 伯

日 　 　 斡
・

⑩
  
 
瑚
B

的 ” 呻 山 山 ［̈ ］ い 中 中

C5
層
水
田
跡
区
画
計
測
値

区
画
名
南
北
長
(m
)
東
西
長
(I
n)
面
積
(Υ
)

標
高
(m
)

高
fL
差
(c
a)

隔
考

区
画
名
南
引
ヒ
長
(m
)
東
西
長
(m
)
面
積
(r
)

標
高
(m
)

高
低
甚
(伽
)
備
考

C)
75
以
上
55
以
上
29
以
上
12
4以
下
～
30
以
上
6以
上

一
部
検
出

10
3 
 
～

3

45
以
上
20
以
上

12
5以
下
ヽ
27
以
上
2以
上

一
部
検
出

⑮
35
以
上

23
以
上
19
8以
下
～

4以
上

一
部
検
出

75
以
上
25
以
上

12
9以
下
ヽ
35
以
上
6以
上

一
部
検
出
 9
T

⑮
45
以
上

26
以
上
11
4 
 
～
28
以
上
4以
上

50
以
上
30
以
上
H以
上
12
0以
下
～
25
以
上
5以
上

一
部
検
出

⑫
75
以
上

64
以
上
10
5以
下
～

6以
上

一
部
検
出

⑤
30
以
上

11
6以
下
～
20
以
上
4以
上

一
部
検
出

75
以
上
12
5

80
以
上
11
5 
 
～
22
以
上
7以
上

一
部
検
出

①
50
以
下
■
0以
下
50
前
後

27
12

2今
割
さ
れ
る
可
能
性
あ
り

90
以
上

10
1以
上
10
7以
下

4以
上

一
部
検
出

⑦
12
0以
下
49
前
後

1 
10
  
  
 ^
ヤ

35
以
上
70
以
上

18
以
上
10
96
以
下
01
以
上
5以
上

一
部
検
出

15
以
上
90
以
上

10
9以
下
～
17

8以
上

一
部
検
出

⑪
70
以
上
25
以
上
10
91
以
下
～
09
8以
上
7以
上

一
部
検
出

90
以
上

10
9 
 
ヽ
10
以
上
1以
上

一
部
検
出

②
80
以
上

28
以
上
1 
10
  
  
-
16
以
上
6以
上

11
 0
5 
  
 -
ヤ
ユ
1 
12

7
②
A

10
2以
下
～

3以
上

一
部
検
出

⑪
11
01
  
  
- 
11
 0
6

5
の
B

10
9以
下
～

1以
上

一
部
検
出

70
以
上

11
02
以
下
～
H0
5

3以
上

一
部
検
出

50
以
上

11
1

14
以
上
4以
上

一
部
検
出

15
以
ト

5 
0オ
火

11
10
  
～
H1
5以
上
5以
上

一
部
検
出

第
17
図
 C
5層
上
面
検
出
遺
構
配
置
図
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第I章 調査結果

嗣 約n為

標高n40m=皇引

く

R 標高ユ140m-2引

堆①a

堆②b

堆②a

堆②b

堆② c

堆③a

堆③b

堆③c

● 杭

C o SD2上 層註記

黒褐色 10YR3/1 tti 砂粒多量に含む
によい黄褐色 10YR5/3 細砂

黒褐色 10YR3/1 砂質シル ト 細砂の帯多条及び植物遺体多量に含む
黄褐色 10YR5/6 砂礫 ¢ cn大の円礫・粗砂・鉄分多量に合む
黒褐色 10YR3/1 シル ト質砂 細砂・植物遺体を多量に合む
灰色 10YR5/1 粗砂  に部に簿い粘上の帯及びφl伽大の緑灰色風化礫少量含む
黒褐色 10YR3/2 粘 i 細砂・植物遺体少量含む
灰色 10YR5/1 率Rtt φlcm大の緑灰色風化礫少量含む

配 登録番号 出土地区 出土層 種別 器種 法量 cm 外 面 内 面 特徴 備考 図版番号
1 D-2 雅③ 上師器 不 体部下半～底部 2/3 底径 :73 体

「
クロナデ 底 回転糸切 縦位ヘラミガキ→黒色処理 8-13

2 D-3 B-4G 堆① a 土師器 芥 体部下半～底都 1/4 底径 5 体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 縦位ヘラミガキ→黒色処理 8-14
3 E-7 B-4G 堆① 須恵器 芥 体部下半～底部  1/4 体 !ロ クPナデ 医 :回転糸切 Fナ デ 内面摩滅 9-6
E-9 B-4G 堆 ⑥ 不 体部下半～底部 V3 底径 :(64) 体 Pク ロナデ 底 回転糸切

第21図  C・ SD2平・断面図及び出土遺物



第 1節  C地区 (本調査区,試掘区 9 10 11 12T)

u影 曇 /

|

(3)C6層上面
C6層水田跡 (第20・ 23～25図 ;図版 2-6～8)

本調査区と試掘区1lTよ り南北畦畔 。東西畦畔による14区画、試掘区12Tよ り3区画の水田跡が検出された。畦

畔の検出面はC5層中である。直上層のC5層水田跡の影響によって、上部がかなり削平され、遺存状況は悪い。南

北畦畔7(12G r i dラ イン)以東になると耕作上が全て削平され、水田跡の広がりを確認することはできなかっ

た。

〈畦畔の規模〉畦畔は耕作土と同一土壌―C6層―を盛り上げ作られている。畦畔幅は、南北 。東西畦畔とも差が

なく下端幅40～ 125clll、 平均90clllである。耕作土上面からの高さは、上層水田跡の影響によって本来の数値は不明

であるが、南北畦畔が平均8clll、 高い部分では16clll、 東西畦畔は平均5clllで、南北畦畔の方が高い。両畦畔とも畦畔

を挟んで水田面の比高差があるものも認められる。平均4clll程の高低差であるが、南北畦畔5では8clllを 測る。

〈畦畔の配列〉検出畦畔の位置・方向・交わり方は、いずれも上層のC5層水田跡と同様である。ただし、南北畦

畔2は、当水田跡のみで検出され、逆に、上層水田跡検出の南北畦畔4は、遺存状況が悪かったためか検出されなか

った。

〈水田区画の形状と規模〉明確な区画面積・形状の判るものは、区画⑭の1区画しか検出されなかったが、その他

の区画の形状と規模は、上層水田跡とほぼ同様と判断される。上層水田跡と異なる部分は、南北畦畔2の存在によ

り、区画⑥がA・ Bに2分割されている点と、東西畦畔HBが区画⑩ o①の中央で途切れ、このまま西に続いたのか、

それとも上層水田跡のように、南側に南北畦畔が取 り付いたのか判然としない点である。

〈耕作土〉耕作上の土質は粘上である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に含む。厚さは平均で6.5

cm位、厚い部分では16clllを測る。下面には酸化鉄の集積層は認められない。

(水田面の傾斜〉削平され正確な数値ではないが、水田面の標高は10.85～H.40mの間で、全体的には南方向への

下り傾斜を示すが、 lGridラ イン西側及び 8・ 9Gridラ インの2ヵ 所に谷状の地形が入り込んでいるため、

各区画によって傾斜方向が微妙に異なる。勾配率は0.8～5.0%で緩傾斜面部分から急傾斜面部分までがみられる。

このため急斜面部分では、畦畔を境にして区画間の比高差が比較的大きい。各区画内の高低差は、一部検出のもの

登録番号 出土地区 出土層 種  別 器種 法   量 ca 外 面 内   面 図版香号

D-6 区画① 耕作土

上面

土師器 界 体部下半

～底部 1/5

底径 :(67) 体 :ロ クロナデ 底 :不明 縦位ヘラミガキ

→黒色処理

内外面摩滅 8-12

2 E-5 B-13G 畦畔 10B 須恵器 郭 口縁～底部 V3 底径 :(80)口 径 :(140)器 高 :36 体 iロ クPナデ 底 i不明 9-

区画⑮ 耕作土 須恵器 杯 体部下半

～底部 1/3

底径 :64 体 :Pク ロナデ

底 :回転ヘラ切→ヘラケズリ(縁辺 )

ロタロナデ 外面火欅 9-8

4 F-2 医画⑮ 耕作上 赤焼土器 芥 底径 :73

録番号 土 最大幅al l厚 さcm 重豊 質 1材質 1                 特 徴 備 考 図版番号

5 K-3 区画⑬ 耕作上 石製品 1164 68   134 安山岩 磨面 1面で擦痕方向は直交する 2方向,敲打痕 2ヶ 所 10-3
6 L-3 匡画⑭ 耕作土 製品 1残存96 残存30 103 ―  1針 葉樹 1柾 目板で一方の板日面端部作出,表嚢面平滑で裏面端部よりに幅10Ш前後の減い択 り郡

第22図 C5層水田跡出土遺物
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第 1節 C地区 (本調査医,試掘区9'10 ■・12T)
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第工章 調査結果

第25図 C6層水田跡出土遺物

が大半であるが、区画⑦・⑫を除けば全て10clll以 内である。

(水口と水の流れ〉水口は区画⑩の北東隅でlヵ所、区画⑭東西畦畔10Bの中央やや東側でlヵ所検出された。これ

ら水口及び各区画間の比高差を考慮し、区画間の水の流れを想定すると、南北方向は区画⑥A→⑦、区画⑩→⑫、

区画⑬→⑭→⑮、区画⑮→⑫、東西方向は区画⑥A→⑥B→⑩→⑫、区画⑪→⑮で、南北方向のものが多い。

(出土遺物〉耕作土より上師器の破片資料が3点出土したのみである。この内、成形が識別できるものは2点で、い

ずれもロクロ成形のものである。1点は芥の口縁部細片で、内面ヘラミガキの後、黒色処理が施されている。他の1

点は第25図の甕の体部資料である。

(4)C10層 上面

010層水田跡 (第26・ 27図 ,図版 3-1・ 2, 4-13・ 14)

〈遺構状況〉試掘区12Tで畦畔が1条検出されたのみである。上層水田跡の耕作に伴う撹乱によって本来の上面は

保たれていない。また、 9Gridラ イン以東になると、C-13G r i d付 近に若干残存するものの、耕作土全て

削平され、水田跡の広がりを確認することはできなかった。畦畔の検出層はC6層中で、方向はN-68° 一W方向

をとり、ほぼ直線的に延びる。畦畔は、耕作土と同一土壌―C10層―を盛り上げ作られている。耕作土上面からの

高さは4clll前後で、下端幅は約0.8～ Hmである。水口は検出されていない。耕作土は、Cll a・ Hb層を母材とす

ると考えられる粘土層である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを含む。残存する耕作上の厚さは、平均

で8clll位である。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は本来のものではないが、10.85～ H.35

mの間で、畦畔検出の12T部分では南東方向の下り傾斜を示す。

〈出土遺物〉本調査区耕作土より上器片と二次加工のある剥片が、各1点出土したのみである。土器片は、摩滅し

た細片で、縄文土器か弥生土器か識別が付かない。第27図3(図版10-7)|よ、二次加工のある剥片で、流紋岩製の

小形のものである。

(5)C12層 上面

C3・ 4・ 5号溝跡―CoSD 3。 4・ 5-(第 28・ 29図 ,図版 3-3)

いずれも本調査区 2～ 4Gridラ インで、C10層除去後に検出された小規模な溝跡である。重複関係があり、C

5号溝跡はC3号溝跡に切られている。いずれも直線的に延びるもので、それぞれ方向はN-6° 一W・ N-17°一

EoN-82°一Wである。C5号溝跡は調査区内で完結しており、全長約13mを測る。また、C4号溝跡はCGrid

ライン以南には延びず、断片的である。それぞれの上端幅は35。 30。 40clll前後、深さは4～ 12・ 3～ 5。 10～ 16clllで

ある。断面形はC3・ 4号溝跡が開いた「 U」 字形、C5号溝跡が「 U」 字形である。底面の比高差はC4号溝跡で

は認められなかったが、C3号溝跡では南端が14clll、 C5号溝跡では東端が10clll下 がる。堆積土はいずれも粘上の単
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第 1節  C地区 (本調査区,試掘区 9・ 10・ H 12T)
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第 I章 調査結果

層であるが、C3号溝跡は上部に粗砂ブロックを多量に含む。いずれも出土遺物はない。

C12層水田跡 (第28～30図 ,図版 3-4～8, 4-15,16)

(遺構状況〉試掘区HTで畦畔が1条検出されたのみである。上層水田跡の耕作に伴う撹乱によって本来の上面は

無たれておらず、耕作土が断片的にしか存在しない部分もみられる。このためか検出畦畔の東側への延びは、本調

査区では検出されなかった。畦畔の検出層はC10層中で、方向はN-80° 一W方向をとり、ほぼ直線的に延びる。

西端で下端が北側を向き、他方向の畦畔の存在も想定されたが、調査区外壁断面観察では、これを明確に確認する

ことはできなかった。畦畔は耕作土と同一土壌―C12層 ―を盛り上げ作られている。耕作土上面からの高さは6clll前

後で、下端幅は1.4m前後である。水口は検出されていない。なお、畦畔の直下層上面には擬似畦畔Bが形成され

ている。耕作土はC13層を母材とする粘土層である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを含む。残存する

耕作上の厚さは平均で5cm位である。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は本来のものではな

いが、10.75～H.30mの間ある。全体的には南方向へ下 り傾斜を示すが、 lGridラ イン西側、 8・ 9Grid
l,C12層 上面検出遺構平面図
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第29図  C12層上面検出遺構平・断面図



第 1節  C地 区 (本調査区 ,試掘区 9 10 H 12T)

%期に波

登録番号 出土地 区 出上僣 種  別 器種 部位 残存度 法五側 面 内 面 特徴 備考 図版番号

B-1lG 耕作土 弥生土器 更 ? 体部下半～底部 V3 体部 :ヘ ラナデ→縦位撚糸文R底部 : 8-4
登録番号 名称 1 最大長∞ 最大幅cm 厚さtHE 重登宮 石  材 特 徴 備 考 図版番号

B-13G 耕作土上部 石鍬   141 安山岩 頭部久損

B-4C 耕作■上部 石鍬 IH 6 安山岩 刃部欠損

第30図 C12層水田跡出土遺物



出土層

縄 文 上 語

弥生土器

弥生土器 察 恵 器 赤焼土器 陶   器

素焼土器

埴  輪 木 製 品 石  器 石 製 品 合   計
成形不 明

盛土 , 5 1 11

C SEI堆 2 2

Cib層 水日跡 】 1

C2層 4 6 1 】 2

C  SRI 1 2 I 6

C SDl准 ② 1 1

SD2堆 ① 2 I 3

2 3 6 8

C3盾 本田跡 1 8

C4層 2 1 3

C SD2堆 ⑥ 1 7 2

4 4 5
‐
3 1 1

C6層水田跡 3 1 4

C10遷水田跡 1 1 2

C12層水田跡 3 3

C15層 3 3

合  計 8 4 】 9 5 5 t

第 I章 調査結果

表 2 C地区出土遺物数量表

ライン及び15G r i dラ インの3ヵ 所に谷状の地形が入り込んでいるため、地点によって傾斜方向が微妙に異なる。

畦畔検出のHT部分では南西方向の下 り傾斜を示す。

(出土遺物〉本調査区耕作土から土器が4点、石器が3点出上した。上器4点の内、3点は細片でしかも摩滅し、縄文

土器か弥生土器か識別が付かない。残 りの1点は第30図 1で、体部上半以上を欠失するが比較的まとまった地文のみ

の弥生土器である (図版 8-4)。 B― HGridよ り出土 (第 28図 B-1)し ている。石器の内、1点は小形の流
紋岩製の剥片 (図版10-6)で、2点は第30図2・ 3の安山岩製の石鍬である (図版10-5。 4)。 2は頭部欠損のもので、

B-13Gr i dよ り、3は刃部欠損のもので、B-3Gridよ り出土 (第28図K-1・ 2)している。

(6)その他の出土遺物 (第31図 )

Cl b・ 2・ 4・ 15層及び盛土から縄文土器 。土師器・須恵器・赤焼土器・陶器・埴輸等が計105点出土した (表

6)。 なお、CoSR l堆積土、C,SDl堆積土②層、C・ SD 2堆積土①・②層出土遺物は、混乱を避けるために基本

層C2層 として取 り扱った。これら遺物の大半は小破片資料である。この内、陶器は全て盛土からの出上で、C2層

からは陶器を除く全ての種類のものが出土し、出土量も他に突出して多い。Cl b層からは須恵器のみが1点、C4

層からは土師器のみが3点、C15層からは縄文土器のみが3点出上している。第31図 1～ 3は縄文土器で、いずれも後

期に属する。1は C15層から出土。同図4～ 10は土師器で、全てC2層からの出上。この内、8ま でが非ロクロ成形の

もので、7は甑である。9・ 10は ロクロ成形の界で、共に底部は回転糸切 り無調整で、内面はヘラミガキの後、黒色

処理が施されている。同図H～ 13は須恵器の外で、全てC2層出土。この内、Hは底部回転ヘラ切りの後、手持ち

ヘラケパリである。同図17～ 20は円筒埴輪で、全てC2層出土。17にはタガが1条めぐっている。20は下半資料で底

径は15.4clllで ある。

4.C3・ 5。 6層水 田跡 について

(1)畦畔の踏襲
C3・ 5・ 6層水田跡は、畦畔の位置・方向・規模をほぼ同じくするものである。これは上層の水田跡が、それ

ぞれ下層水田跡の畦畔を踏襲した結果と判断される。特にC6層水田跡とC5層水田跡の畦畔の関係では、2ヵ 所の

相違点を除けば、全く同一場所に位置する。2ヵ 所の相違点も後述するように、区画内高低差による復元によって

解消されことが判る。これに反してC5層水田跡とC3層水田跡の畦畔の関係では、踏襲する畦畔にはややずれるも

のが多く、さらに踏襲されないものもある。この差異はC5層水田跡とC3層水田跡の間に介在するC4層に原因す

るものと考えられる。C4層はC5層水田跡を覆った洪水砂で、厚い部分では20clll以上もある。このためC3層水田

跡造成段階において、徴地形が変化したか、或いはこれを排除することが困難であったかのいずれかの要因よって、
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萎
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Ne 登録番号 出土地区 出土層 種  別 器 種 外 画 向   面 特徴  偏考 図版番号

1 A-12 試掘医 9T C15 縄文土器 深鉢 体部 細片    1縄 文 沈線文 不明 内外面摩減 8-3
A-4C ( 拍の b 縄支土器 一堕 仏部 細片    1横 位 RL縄支→洗線支 不 明 内外面摩減 8-1

3 A-2 C-13G 8-2
No 登録番号 出土地区 出土層 種  別 器種 部位 残存度 外 面 内 面 特徴 備考 図版番号

C-3 C-10G C2a 土師器 奎 体部 細片 斜位′ 内外面摩波 8-7
5 C-5 B-4G C SD2粕②b 土師器 蓼 体都  細片 斜位ハケ 内外面摩滅 8-9
6 C-4 C-13G C 堆 土師器 甕 内外面摩減 8-8
7 C-1 C-8G C2a 土師器 一霊 体下半～底部 Vl 底径 160 体:指頭圧戻 (下端) 内外面接合痕顔著 8-5
8 C2 土師器 甑 体下半～底部  1/4 底径 (68)孔 径 :(46) 体:不明 底 i木棄痕 ナデ 内外面摩減 8-6
9 D-4 B-4G C 解υ 土師器 不 口縁～医部  1/4 口径 :(玉 40)底 径 :67

器高 :(50)

口～体:冒 クロナデ

底 1回転糸切

ベラミガキ→黒色処理 8-10

A-4G C SD2地の b 土師器 芥 体下半～底都  1/4 底径 (61) 億〔Pク ロナデ 底:回転糸切 内外面摩滅 8-H
E-6 B-4G C 指9b 察恵器 不 体下半～底部 2/3 医径 :59 体:Pク Fナ デ 底:回転ヘラ

切→ヘラケズリ(縁辺)

九底風,内外面摩滅 9-5

B― HG 2a 須恵器 芥 体下半～底都  1/4 底径 :(76) 体:Pク ロナデ 底:回転系切 ロナデ 内外面摩滅 9-3
E-3 B-4G S D2 堆⑫ b 須恵器 ネ 体下半～底部 3/4 底径 :70 内外面摩滅

F-1 B-9G 2a 赤焼土需 芥 体下半～底部 V2 底径 162 体:Pク ロナデ底:回転糸切 内外面療滅 9-9
E-1 C― HG lb 須恵器 子堕 体下半～高台 1/4 高台径 :(102) 体:ワ クロナデ底 :不明 クロナデ 高台削り出し 9-1
E-2 C-4G IC SD2堆 12a 須東器 体下半～底部 V3 底径 (54) クロナデ

Na 登録番号 出土地区 部位 残存度 法      量   cm 外 面 内  面 特  徴 傭  考 図版番号

S-1 B-13C C SRI堆 円筒埴輪 体都 破片 タガ :幅22,高05 縦位ハアメ→タガ貼付→

ヨiナ デ (タ ガ及び周辺 )

斜位ナデツケ タガ断面やや

黒斑なし,内サ
「M」 状,色調褐色
卜面摩減

9-13

S-2 B― HG
1円

筒埴輪C2a タガ 破片 タガ :幅 17,高 11 タガ断面やや IM」 状,色調赤褐色
黒斑なし,摩減

9-14

B-4G 不 明 縦 斜位ナデツケ 色調赤褐色 黒斑なし,内 外面摩茂 9-15
S-4 試掘区 12T 不 明 9-16

第31図 C地区基本層出土遺物
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そっくりそのままC5層水田跡畦畔を踏襲できなかったことによるものと思われる。C5層水田跡耕作土中には粗砂

ブロックが認められ、C5層水田跡程ではないが、C6層水田跡も洪水砂に覆われたものと想定される。以上のこと

よりC3・ 5層水田跡は水害を受けた水田を現状回復させた、復旧型の水田跡である。

(2)区画手順

各水田跡とも南北畦畔と東西畦畔の下端幅には差は認められず、畦畔幅から区画手順を推察することはできない。

保存状況の良かったC5層水田跡では、①特異な交点をもつ畦畔4を除けば、南北畦畔は全て交点で直線的に通り、

東西畦畔は交点で寸断したり、直線的に通らないものが多い。②畦畔の耕作土上面からの高さは、南北畦畔の方が

東西畦畔より倍近く高い。③畦畔を挟んだ水田面の比高差は、南北畦畔での方が値が大きいものがある。④水日は

南北畦畔に比べ東西畦畔に付く場合が多い。⑤水口及び各区画間の比高差を考慮し、区画間の水の流れを想定する

と、南北方向のものが圧倒的に多い。以上①～⑤より、まず南北畦畔が作られ、その後に東西畦畔が入れられた。

すなわち、等高線の直交方向に畦畔が作られ、その中を等高線と平行方向の畦畔で区切って行き、区画が作られた

ものと判断される。

(3)水田面の傾斜方向と区画間比高差

各水田跡は全体的には南方向への下り傾斜を示すが、 lGridラ イン西側付近、 9Gridラ イン付近及び15

Gridラ イン付近の3ヵ 所に谷状の地形が入り込んでいるため、各区画によって傾斜方向が微妙に異なる。C3・

5。 6層水田跡の各勾配率は1.2～ 2.9%・ 0.6～ 5.5%・ 0.8～5.0%で、緩傾斜面部分から急傾斜面部分までがみら

れる。このため急斜面部分では、畦畔を境にして区画間の比高差が15clll以上になる場合もあり、棚田的な水田とな

っている。

(4)区画内高低差
05層水田跡 :区画⑥は上層の影響によって上面が荒れていた区画で、区画内高低差は12clllを測る。下層C6層水

田跡では、中央に南北畦畔が取 り付き2分割されている。区画内高低差から考慮すると (藤原他 :1989)、 同様に中

央に南北畦畔が取 り付いていた可能性が高い。区画⑩・⑪は特異な形状を呈する区画である。それそれの区画内高

低差は5clll・ 4cmである。もし、区画⑪が作られなかったとすると、区画⑩の区画内高低差はHclllと なり、稲作の水

深限度を超すこととなる。その対処として、このような特異な区画⑪が作られたものと考えられる。区画⑩は一部

検出の区画であるが、検出区画の中で最も広い100ぽ 以上の面積のものである。区画内のC,SRlに 削り取られた

部分に、東西畦畔が取 り付いていた可能性もあるが、区画内高低差が現状で4cmであることより、広い区画であっ

たと半↓断される。

C6層水田跡 :東西畦畔HBは、区画⑩・①の中央で途切れ、このまま西に続いたのか、それとも上層C5層水田

跡のように、南側に南北畦畔が取り付いたのか判然としない。当水田跡の区画内高低差は、上層水田跡の影響によ

って本来の値を保ってないが、東西畦畔HBが直線的に西に延び、南北畦畔3に取り付いた場合、区画①の区画内高

低差は15clllと なる。同じ条件を上層の水田跡で試した場合も区画内高低差は10cmを越える。これらのことより、区

画⑩・①の畦畔の配置・形状は、上層C5層水田跡と同様であったことが推察される。

(5)水路と杭列
C3層水田跡西側で検出されたCl号溝跡は、堆積土及びその位置・方向性よりC3層水田跡に伴う水路と考えら

れる。また、C5層水田跡で検出されたC2号溝跡の上部は、C3層上面検出のCl号 自然流路と同様に、基本層C2
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層の供給流路の 1つ となっており、この段階で両岸をかなり削平している。その際に、東西畦畔HA・ 12Aの一部を

削り取った (切った)も のと考えられ、C2号溝跡もその位置・方向性よりC5層水田跡に伴う水路と考えられる。

さらに、この溝跡の両岸で検出された杭列は、水路の両岸に取 り付いていたであろう、畦畔の土留め杭であった可

能性がある。

なお、C6層水田跡の水路に関しては、C5層水田跡がC6層水田跡の畦畔を全く同じに踏襲していることを考慮

すると、C5層水田跡段階の水路は、C6層水田跡の水路を踏襲している可能性が非常に高い。従って、C2号溝跡

は、C6層水田跡段階に作られ、C5層水田跡段階まで引き継がれた、2期に渡る水路であったと考えられる。

5。 遺構の所属年代とまとめ

1.Cl b・ 3・ 5・ 6・ 10・ 12層で6期の水田跡が検出された他、C3層上面でCl号溝跡 (CoSD l)と Cl号井

戸跡 (C・ SEl)と Cl号自然流路跡 (C・ SRl)、 C5層上面でC2号溝跡 (C・ SD2)と 杭列、12層上面でC3
～ 5号溝跡 (CoSD 3～ 5)が検出された。なお、C7・ 8層はその層相より水田跡の可能性がある。

2.Cl号 自然流路跡 とC2号溝跡上部は、その推積土及び周辺にもたらした影響より、基本層C2層の供給源とな
った流路であると判断される。

3.水田跡の内、Cl b層 水田跡は耕作土のみで、畦畔等は検出されなかったが、層位の対応関係が可能であった

隣接地区で畦畔が検出されていることより水田跡と認定した (第Ⅲ章第 1節 )。 また、C10。 12層水田跡はいずれ

も畦畔1条の検出で、水田区画の形状・規模等は不明である。

4。 C3・ 5・ 6層水田跡は、畦畔の位置・方向・規模をほぼ同じくするもので、上層のC3・ 5層水田跡は水害を

受けた水田を現状回復させた、復旧型の水田跡である。この内、最も保存状況の良かったC5層水田跡では、方

形区画の水田が26区画検出された。区画面積は504f前後のものを主とするが、100Υを越えるものも認められる。

これら水田跡の区画手順は、まず真北方向の南北畦畔が作られ、その後に直交する東西畦畔が入れられものと判

断される。また、これら水田跡は地形的に勾配が強いため、棚田的な、畦畔を境に水田区画間の比高差の大きい

水田となっている。なお、これら水田跡の水路は、位置・方向性・堆積土よりC6・ 5水田跡がC2号溝跡、C3

層水田跡がCl号溝跡であったと考えられる。

5.C10層水田跡の耕作土は、Cll a・ Hb層を母材とする粘土層と考えられる。この母材層が試掘区 9T東半、試

掘区10T南東隅に認められることより、この両部分を結んだ (N-3° 一W方向)14G r i dラ イン以東は、非

耕作域であった可能性がある。

6.下層のC31層上部検出の火山灰は、十和田中撤テフラに同定される可能性がきわめて高いことが指摘された。

富沢遺跡第28次調査区基本層29層上部検出の火山灰も、同様の火山灰と同定されてお り (山田 :1988,1989)、 両

層に対応関係が認められる。

7.検出遺構の所属年代は出土遺物、灰白色火山灰の検出及び層位の対応関係より、以下のような年代が与えられ

る。

。CoSE l―平安時代 (灰白色火山灰降下後)以降 ・Cl b層水田跡―平安時代 (灰白色火山灰降下以降 )

・C・ SRl― 平安時代 (灰白色火山灰降下前) 。C3層水田跡,C,SDl― 平安時代 (灰白色火山灰降下前 )
。C5層水田跡 ,C・ SD2-平 安時代 (灰白色火山灰降下前)。 C6層水田跡―平安時代 (灰白色火山灰降下前 )
・C7,C8層 ―弥生時代以降、平安時代 (灰白色火山灰降下前)以前

C10層水田跡―弥生時代 (十三塚式期 ) C・ SD3～ 4-弥生時代  ・C12層水田跡―弥生時代
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第 2節 A地区 (試掘区 1・ 2・ 3・ 4T)

当地区に合まれるのは試掘区 1・ 2・ 3,4Tで 、敷地北端に位置し、現標高は12.15～ 12.30mの 間である。

1.調査方法
設定面積は、試掘区 lTが約4.0× 8.Om(32r)、 試掘区 2Tが約8.5× 8.Om(684f)、 試掘区 3Tが約9.0× 3.0

m(29r)、 試掘区 4Tが約9.0× 8.Om(704r)である。調査は盛土及び直下の旧水田耕作上下部までを重機で除

去し、以下は人力により行なった。調査区内には土層観察及び排水用の側溝を設けている。各試掘区は lTが A7

層上面まで、 2TがA3層上面まで、 3TがA9層上面まで、 4Tが All層上面まで調査区全面の精査を実施し、そ

れ以下は各々調査面積を縮小した (第32図 )。 この内、 2・ 4Tは現地表下約4.7mの A23層まで掘り下げた。

2.基本層序
盛上下に大別23層、細別では31層が確認された (第 32図 ,表 3)。 この内、A3層の細分層とA5a層の分布は 2

Tのみである。各層は粘土層を主とするがA7層以下になると、A7・ 13・ 14・ 17・ 20・ 21層のような厚い砂層・砂

礫層が多 くなる。また、上層のA2層 も砂礫層である。上層の粘土層の内、A3a・ c・ d・ e層は泥災土との互層

である。酸化鉄の斑文は、Al～ 9層まで見られ、グライ化はA7層から始まる。層の傾きは lTがAl～ 13層上面
まで南方向、 2Tが A2～ 9層上面まで南西方向、A10～ 16b層上面まで南東方向、 3TがAl～ 10層上面まで東方
向、 4Tが11～ 15層上面まで南東方向の下 り傾斜を示す。

試掘区2T西壁セクション
A

試 掘 区 4T南 壁 セ ク シ ョン

B

_   、/     y  ▼    、/
盛   土

▲プラント・ルヾ―ル嚇     }え｀ 、f274●    
と~~

第32図  A地区試掘区 1～ 4T設定図及び基本層序
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第 2節 A地区 (試掘区 1 2 3 4T)

表 3 A乾 区基本層序土層註記表

3.検出遺構と出土遺物
各試掘区からは遺構は検出されなかった。また、遺物も試掘区

2・ 4Tか ら細片が13点出上 したのみである。遺物出土層は、A

2・ 4・ 13・ 14・ 21・ 22c層 の各層で、縄文土器・土師器・須恵

器・剥片等が出土している (表 4)。 A2層からは、須恵器の甕の

体部破片が1点出上している。A4層からは、 ロクロ成形の上師器

片が3点出土 している。芥の体部2点 と底部1点で、いずれも内面

黒色処理が施されている。縄文土器7点は、全てA13層以下の砂層・砂礫層出上のもので、いずれも摩滅が顕著であ

る。この内、A13・ 14層出上の第33図 1～3は中期、A21層 出土の同図4・ 5は早期に属する。A22c層からは、頁岩製

の剥片が1点 (図版10-13)出 土している。

聴 登録番号 出土地区 出土層 種  別 器種 部位 残存度 図版番号
1 A-4 試掘区 4T A13 縫文土器 深鉢 頭部 細片 10- 8
2 A-5 試掘区 4T A14 縄文土器 深鉢 体部 ffH片 10- 9

3 A-6 試掘区 4T A14 縄文土器 深鉢 10-10

4 A-7 試掘区 4T A21 縄文土器 深鉢 体部 細片 10-11
5 A-8 試掘区 4T A21 縄支土器 深aI 体部  細片 10-12

外 面 内 面 特 徴 備 考

I 横位 LR縄文→隆線支 不 明 内外面摩滅

2 縦位RL縄文→隆線文 不 明 内外面摩滅

3 隆線文→刺突文→ ミガキ 横位 ミガキ 隆線剥雄

無文 無文 胎上に植物繊維を多登に含む

5 不 明 不 明 胎上に植物繊維含む,内外面摩減

表 4 A地区出土遺物数量表

照 猛
縄文土器 土 師 器 須 恵 器

素焼土器

石  器 合  計

A2層 2T

A4層 2T 3 4

A13層

A14層 2T 3

A21層 2T

4T 1

A22c層

オリーブ黒  5Y3/1 現代

A3

黒       10YR1 7/1
黒褐     10YR3/1
にホい黄褐   10Y R5/3

主
主

土

和
粘

粘

O O 〇 管状斑文 黒色粘上植物遺体少量 自然堆積
互層 ,

分層可能な地点あり

A3a
にがい貢褐   10Y R5/4
黒       10YR1 7/1
暗褐     7 5YR3/3

泥炭土 O 管状斑文 植物遺体多量,にぶい芸褐色ンルト中細砂 自然雅積 互層

管状斑文

にがい責褐   10Y R4/3
オリーブ灰  10Y5/2
黒褐     10Y R3/1
黒      10YR1 7/1
灰昔福    10Y R5/2

粘上

粘土

泥炭■

O 管状斑文 植物遺体多畳 自然堆積
互層 ,

黒色粘土下面に厚い

A3d
医      5YS/1
黒       10Y R2/1
オリーブ灰  10Y5/2

泥炭土

ンル ト質粘土

3-13 O 管状斑文 槙物遺体多量 自然雅積
互層 (灰色粘上を

基調 乱れあり)

A3e
芸灰

黒

灰

10Y R5/2

10Y R2/1

10Y4/1

泥炭土

粘土

O 管状斑文 植物遺体多量 自然堆積
互層 (乱れあリー

黒褐色の単色―)

A5a

A5b
褐望
ヽ
里
ト

10Y R3/1

10Y R2/1

土

土

粘

粘 〇 O 〇 O 管状斑文 植物遺体多量 自然堆積 互層 (黒色粘土不明瞭 )

緑灰     75G5/

A8
暗オリーブ灰  2 5CY4/1 粘土～砂質シル | O O 〇 O 管状斑文 植物遺体 自然堆積

黒色を皓オリープ

A9

オリーブ灰   5G Y5/1
黒      10YR1 7/1
灰黄褐    10Y R4/2

砂

粘土 32^-40 O O 〇 〇 管状斑文 自然雅積

互層,グ ライ化,
オリーブ灰色砂は細秒 ,

下半ツルト主

A10
黒       25Y2/1
ォリーブ灰  5G Y5/1
灰オリーブ  5Y5/3 粘土

1～ 12 〇 〇 O O 植物遺体 自然堆積

互層, グライ1ヒ ,

ォリーブ灰色砂は

黒褐     25Y3/
砂 自然堆積

自然堆積

ォリーブ灰  2 5CY5/1
黒     10YR1 7/

土

■

粕

粘
O 〇 植協遺体 自然堆積

互層 (トロオ リーブ床 a
基調)グ ライ化

A16b 褐

灰

黒

黒

協

IOY R3/1

10Y R5/1

主
土

＋

和
粘

絡

〇 O 糖物遺体 自然を積 互層

中央に黒色絡上の帯,植物遺体

植物遺体少量,φ l～ 2飩暗緑灰色風化礫多量 自然雅積

第33図  A地区基本層出土遺物



第■章 調査結果

まとめ

1.各試掘区からは遺構は検出されなかった。

2.A4層は、層相及びプラント・オパール分析結果より、畦畔等は検出されなかったが水田土壌の可能性がある。

出土遺物より所属年代は平安時代以降と考えられる。

3.A22層は層位の対応関係 (第Ⅲ章第 1節)よ り、第28次調査区基本層34層 と対応すると判断される。

第 3節 B地区 (試掘区・5・ 6・ 7・ 8T)

当地区に含まれるのは試掘区 5。 6,7・ 8Tである。これらはA・ C・ D地区に挟まれた敷地北側に位置する。

現標高は■,80～ 12.00mの 間である。

1.調 査方法

設定面積は、試掘区 5Tが約5.5× 9.Om(474f)、 試掘区 6Tが約8,0× 8.Om(664r)、 試掘区 7Tが約6.0× 6.0

m(354r)、 試掘区 8Tが約8.0× 6.5m(574r)である。調査は、盛土及び直下の旧水田耕作土下部までを重機で

除去し、以下は人力により行なった。なお、試掘区 5Tは、盛土直下が盛土前の河川跡となっており、B15層から

の調査である。調査区内には、土層観察及び排水用の側溝を設けている。各試掘区は、 5Tが B17a上面まで、 6

Tが 315層上面まで、 7Tが 316層上面まで、 8Tが B13層上面まで調査区全面の精査を実施し、それ以下は各々調

査面積を縮小した (第34図 )。 この内、 6,7Tは 、現地表下約4.6mの B30層まで掘 り下げた。

試掘区7T西壁セクション

A
標高12 0m    y      y   ▼   ν____ v  _ 望聖ユ

盛  上

玩
~=B17b
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ど
b<煮蚕≡蓑煮琶煮f:毯

▲ プラント・オ′ヾ―ル採取地点

第34図  B地区試掘区 5～ 8T設定図及び基本層序
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混 入 物 考

風化凝灰岩粒多量,炭化修 下面起伏
雲管状斑文

にボい黄褐   10Y R5/3 O 雲管状斑文
卜層ブPッ ク,φ 2～ 3∞灰白色火山灰ブロックケ量
風化凝灰 岩 r‐多霊

水田耕作 下面起伏頭著

下部に下層ブロック,風化凝灰岩粒多登 水田耕作 下面起伏顕著
雲管状斑文

にFい黄澄  10Y R6/3
にがい黄燈  10Y R4/3

砂

粘土
O O 雲管状班文 部少的に黒色粘上が加わる 自然堆積 互層,砂層細砂

黒色      10Y Rl″ I

土

■

猶

獣 O O O 雲管状斑文 自然堆積 互層 (灰芸褐色基調)

細砂層

にぶい黄褐   25Y6/3
黒褐      10Y R3/1 粘 +

O O O 雲管状斑文 自然堆積 互層

褐黄

褐

灰

皇
小
塁
＾

10Y R6/2

10Y R3/1

ЮYR1 771

土

土

土

粘

粘

粘
O 〇 〇 自然堆積

互層 (乱れあり),

上部灰黄褐色粘土

O Э

部分的 にう1匈 前体 の風イレ礫 売 EI

,3tlm前後風化礫,粗砂 自然堆積
吹       75Y5/1
オリーブ灰   5G Y6/1 卜管砂

O O (D 中央または下面に黒色粘上の太い需 自然堆積 互層

褐

灰

黒

灰

黒

75Y5/1
10YR1 7/1

75Y4/1

砂

格土

ッル ト質1/
O 0 O O 植物遺体 炭化修多登,砂礫層 自然堆積

互層,砂層糧砂 ,

グライ化

灰オリーブ   5Y5/3
三
土
軸
絶

6-17 〇 (D (D ll 植物遺体 自然雅積 互層

①

灰       75Y5/1 植物遺体ケ量,上半粗秒多量 ,黒色粘上の薄い横筋多桑
植物遺体多量 自然堆積
櫃物遺 体

粘土

〇 値物遺体

緑灰 5G6/1 砂礫

仄       75Y5/1
黒      10YR1 7/1

土

＋

相

承 〇 O (D O 植物遺体,細砂 自然雅積 互層

粘土 植物遺体

下半黒褐色
植物遺体

拒物遺体,,2cII前 後 グライ粘土ブロ ック,上半細砂
粘上 植効遺体,黒色粘上の薄い横筋多条

自然堆積

リーブ灰   5G Y5/1
土

礫

粕

砂

質

ヽ
イ〕 植物遺体, 自然准積

植吻遺体

第 3節 B地区 (試掘区5 6 7 8T)

表 5 B地区基本層序土層註記表

2.基本層序
盛土下に大別30層、細別では41層が確認された (第34図,表 5)。 この内、B19c層を除き各層が揃 うのは、 7T
のみである。B13層以下は、隣接するA・ C・ D地区下層と共通性が認められる。各層は粘土層を主とするが、B13

層以下になると、313■ 5・ 19b・ 19d・ 20・ 24・ 27・ 28層のような厚い砂層・砂礫層が多くなる。また、上層のB

5・ 8層 も砂層である。酸化鉄の斑文はBl～ 9層 まで見られ、グライ化はB13層から始まる。B3・ 26a層からは

火山灰が検出されている。B3層 のものは灰白色火山灰で、層中にブロック状に含まれる。これは、B4層上面に乗

っていたものが、B3層の撹乱により層中に巻き上げられたものと考えられる。B26b層は火山灰層で、厚い部分で

は5cmを測る。この火山灰は、十和田中撤テフラに同定される可能性がきわめて高いことが指摘された (第Ⅳ章第

2節 )。 現代を除く明確な水田土壌は、B2・ 3・ 4層である。遺物出土層は、B13・ 20・ 28層である。層の傾きは、

7Tが Bl～ 20層上面まで南方向、 8TがBl～ 19a層上面まで南東方向への下 り傾斜を示す。

3.検出遺構 と出土遺物
B9層上面で溝跡が1条検出された。なお、B2・ 3・ 4層の各水田跡は、耕作上のみの検出である。

(1)39層上面
Bl号溝跡―BoSD l― (第 35図 ,図版 5-卜 2)



第I章 調査結果

表 6 B地 区出土遺物数量表

隠 駆
縄支土器

素焼上器

合   計

盛土

B13層

B20層

B28層

合   計

試掘区 7Tで検出された。調査区の南東

側に位置し、N-26° 一E方向にやや湾曲

しながら走行する。上端幅は約25～40clllと

規画性に欠ける。深さは10clll前後あるが、

底面に比高差が認められ、調査区南壁側が

約10clll低い。また、底面は凹凸が顕著であ

る。堆積土は直上層のB8層で、粗砂を特

に多く含む。出土遺物はない。

第35図 試掘区 7T BoSDl平・断面図

(2)その他の出土遺物 (第36図 )

試掘区 6・ 7Tから7点出上したのみである (表 6)。 盛±1点を除く出土層は、313・ 20・ 28層の砂層・砂礫層で、

縄文土器・剥片が出土している。縄文土器は5点で、いずれも細片で、摩滅が顕著である。この内、B20層出上の第36

図1、 B28層 出上の同図2・ 3は早期に属する。

鶴 7 鐵讐牌 議 〃

聴 登録番号 出土地区 出土層 種  別 器種 部位 残存度 外  面 内面 特 徴 偏 考 図放番■

1 A― H 試掘区 7T 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 L絡条体圧戻文 無文 胎土に植物緞維多量に含む 10-16

2 A-9 試掘区 6T B28上部 縄文土器 深鉢 体部 細片 不 明 不 明 内外面摩減,胎上に植物繊維を含む 10-14

3 A-10 試掘区 6T B28上部 縄文上器 深鉢 体部 細片 不明 不 明 内外面摩減,胎上に植物繊維を含む 10-15

第36図  B地区基本層出土遺物

4.遺構の所属年代とまとめ
1.B9層上面で溝跡が1条 (卜 SDl)と B2・ 3・ 4層の3期の水田跡が検出された。水田跡はいずれも耕作上の

みの検出であるが、層位の対応関係が可能であった隣接調査区で、畦畔が検出されていることより水田跡 と認定

した (第Ⅲ章第 1節 )。

2.BoSD lは、形状・規模及び堆積土より自然流路の可能性がある。

3.下層のB26b層は火山灰層で、十和田中如テフラに同定される可能性がきわめて高いことが指摘された。これ

と同様の火山灰が、富沢遺跡第28次調査区基本層29層上部で検出されていることより (山田 :1988,1989)、 層位

の対応関係が認められる。また、329層 はA地区A22層に対応する層で、同じく第28次調査区基本層34層 と対応す

る。

4.各検出遺構の所属年代は、灰白色火山灰の検出及び層位の対応関係より、以下のよ
′
うな年代が与えられる。

・B2層水田跡―近世  ・B3層水田跡―平安時代 (灰白色火山灰降下以降) ・B4層水田跡―平安時代 (灰白

色火山灰降下直前) ・BoSD l― 弥生時代以降、平安時代 (灰白色火山灰降下前)以前



第 4節 D地区 (試据区14 15T)

第 4節 D地区 (試掘区14・ 15T)

当地区に合まれるのは、試掘区14。 15Tで、これらは敷地中央東側に位置する。現標高は11.55m前後である。

1.調 査方法
設定面積は、試掘区14Tが約5.0× 6.Om(304f)、 試掘区15Tが約5.0× 7.Om(344r)で ある。調査は、盛土及

び直下の旧水田耕作上下部までを重機で除去し、以下は人力により行なった。調査区内には、土層観察及び排水用

の側溝を設けている。各試掘区は、D21上面まで調査区全面の精査を実施し、それ以下は各々調査面積を縮小し、

D28層までの調査を行なった (第37図 )。 調査深度は、15Tでは現地表下約3.2mである。

2.基 本層序
盛上下に大別28層、細別では33層が確認された (第37図 ,表 7)。 この内、D3a・ 4・ 5a・ 5b・ 7・ 10。 H
・12・ 14・ 15。 16層の各層は、一方の試掘区のみに分布する。また。D19層は14Tでは a～ dに分層される。D2層

は、分層可能な部分もあったが、単一層として取り扱った。上層のDl～ 19層までは、D5a・ bを除けば南方のF

地区上層と共通性が認められる。さらに、D20層以下の下層は、若千の上質変化はあるもの西方のB・ C・ E地区

下層と共通性が認められる。各層は下層を含め粘土層を主とするが、D5b～ 21層の間は粘土中に泥炭分を合み、

特にD9～ 17層の間では泥炭分が多い。また、これら各層の内、自然堆積層は粘土と泥炭上の互層である場合が多

い。これらの泥灰分と互層の傾向は、南側の15Tになるほど強くなる。砂層は上層のD5a層 に認められるが、14

Tに しか分布が見られない。15Tの D4層中に粗砂ブロックが認められるが、これはD5a層の巻き上げられた残存
ブロックと考えられる。酸化鉄の斑文はDl～ 5a層 まで見られ、グライ化はD21層から始まる。D3a・ 3b・ 4

層からは灰白色火山灰が検出されている。D3a・ 3b層のものはD4層中のものが、後のD3b・ 3a層の撹乱に

よりこれら両層に巻き上げられたものと考えられる。現代を除く明確な水田土壌は、D3a・ 3b・ 4・ 9・ 12・

14・ 16層である。また、D2,7層 も水田土壌の可能性がある。遺物出土層は、Dl・ 2,3a・ 3b・ 4層である。
層の傾きは、14TではDl～ 20層上面までが南方向への下 り傾斜、D21層上面では水平となる。15TではDl～ 3b

層上面までが南方向への下り傾斜、以下D21層上面までは水平となる。

試掘区14T南壁セクション 試掘区15西壁セクション
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第37図  D地区試掘区14・ 15T設定図及び基本層序
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表 7 D地区基本層序土層註記表

3.検出遺構と出土遺物
D5a層上面で土坑 1基、D18層上面で溝跡が1条、D3a・ 3b・ 4・ 9。 12・ 14。 16層の各層で水田跡が検出さ

れた。水田跡の内、D4・ 14層水田跡は耕作上のみで、畦畔等は検出されなかった。

(1)D3a上 面層
D3a層水田跡 (第38図 ,図版 7-1,巻頭写真 3-3)

〈遺構状況〉試掘区15Tで畦畔が検出された。試掘区14Tでは、上層の肖J平によってか耕作土の存在も認められな

かった。検出畦畔は、ほぼ真北方向の直線的に延びるものとこれに直交する直線的なものが各1条で、4区画 (①～

④)の水田跡が検出された。畦畔の検出面はD2層中である。4区画の内、区画の面積、形状の判るものはない。畦

畔は耕作土と同一土壌―D3a層―を盛り上げ作られている。耕作土上面からの残存高は、良好な部分で約10clllで

ある (第38図 3・ 5)。 下端幅は東西、南北畦畔ともほぼ同規模で約lm前後である。両畦畔の交点の東側、東西畦畔

上に水口がlヵ 所検出されている。なお、畦畔の直下層上面には擬似畦畔Bが形成されている。耕作上の上質は粘

上である。下面には起伏が見られ、下部に下層ブロックを少量含む。厚さは平均で10clll位、厚い部分では24clllを測

る。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は10.40～ 10.50mの間で、南方向への緩やかな下り傾

斜を示す。区画間の水田面の比高差では、区画①が最も高位で、以下②・③・④の1頁となる。
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〈出土遺物〉耕作土内より縄文土器、ロクロ成形の土師器、須恵器の細片計4点と剥片1点が出上したのみである。

(2)D3b層 上面
D3b層水田跡 (第38図 ;図版 7-2;巻頭写真 3-3)

〈遺構状況〉試掘区15Tで擬似畦畔Bが検出されたが、試掘区14Tでは薄い耕作土が部分的に検出されたのみであ

る。擬似畦畔BはD3b層下面で、D4層の高まりとして検出された。D3b層上面ではD3a層水田跡の擬似畦畔B

の影響もあり、畦畔の高まりを検出できなかったが、調査区外壁断面観察では、若干の高まりが認められる (第38

図4)。 擬似畦畔Bは、N-19°一E方向のものとN-58°一W方向のものが各1条で、「 T」 字状に交わる。N-19°

一E方向のものは南へ行くに従い不明瞭となり、途切れる。水田区画は3区画以上が想定されるが、 1区画の面積、

形状の判るものはない。耕作上の上質は粘上である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを含む。上層の水

E三二Ξ] D3attE正三三コ
D3b層

6 DoSKl(試 掘区14T)

出

D・ SKI土層註記

5Y4/1 砂質シル ト 互層でマンガン粒を含む

25Y5/3 組砂

耳

―

―

く
上

名

色

色撮

灰

貢̈

1.D3a層 水田跡 (域掘区15T)

3 調査区西壁

せ

①

ノ

く

ナ

2.D3b層 水田跡 (試掘区15T)

第38図 D3a・ D3b・ D5a層検出遺構平・断面図
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田跡によって削平されているが、耕作上の厚さは平均で10clll位、厚い部分では26clllを測る。下面には酸化鉄の集積

層は認められない。水田面の標高は、14Tでは10.50m前後、15Tでは10.25～ 10.40mの間で、南方向への下り傾

斜を示す。

(出土遺物〉出土遺物は全て15Tか らで、耕作土内よりPク P成形の土師器、赤焼土器の細片が計3点出土した。

(3)D5a層 上面
Dl号土坑―DoSK l― (第38図 ,図版 5-3)

試掘区14Tの北東隅付近、D2層排土後のD5a層上面で検出された。上端の一部を側溝によって損ったが、上端
・下端平面形とも不整楕円形を呈す。上端規模約120× 95clllで、深さは約20clllを測る。壁面は強く立ち上り、底面

は摺り鉢状である。堆積土は砂質シルトと粗砂の互層で、自然堆積状況を示す。底面より15clll前後の自然礫が3点

出土した他には、出土遺物はない。

(4)D9層上面
D9層水田跡 (第39図 ,図版 5-4, 7-3・ 5)

両試掘区とも耕作上のみで畦畔等は検出さなかったが、試掘区14Tで耕作域と非耕作域の境界が確認された。境

界ラインはほぼ直線的なN-28°一W方向をとり、この東側が耕作域となる。調査区外壁断面観察では、このライ

ンの耕作域側に耕作上の盛り上がりが認められ、lm程の畦畔が取 り付いていた可能性がある (第39図4・ 6)。 耕作

土はD10層及びDll層上面を母材とする粘土層である。15TではD10層以下のの各層の堆積が薄かったためか、D13層

上面までを母材とし、耕作深度の深い所では、一部D17層上面まで及んでいる。下面の起伏は顕著で、下部に下層

ブロックを多量に含む。泥戊分が強く、耕作上の分解の度合いは余り進んでいない。厚さは15Tで平均8clll、 14T

ではやや厚く平均で12clll位、厚い部分では18clllを測る。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は14

Tでは10.30～ 10.40mの間で、南方向へのやや強い下り傾斜を示す (勾配率1.67%)。 15Tでは9。 95～ 10.00mの間

で、単一方向への傾斜は認められなかった。出土遺物はない。

(5)D12層上面

D12層水田跡 (第39図 ,図版 7-4・ 5)

試掘区14Tで耕作上が検出されたが、試掘区15Tでは非耕作域となっている。14Tでは畦畔等の検出はなかった

が、耕作域と非耕作域の境界が確認された。ただし、平面的ではなく、調査区外壁断面による確認である。調査区

東壁 (第39図5)及び南壁 (第39図6)で、耕作域の開始部分が認められた。これを結ぶと耕作域と非耕作域の境界

想定ラインは、N-44°一E方向をとる。調査区外壁断面観察では、このラインの耕作域側に若子の耕作上の盛り

上がりが認められ、lm前後の畦畔が取り付いていた可能性がある。耕作土はD13層を母材とする粘土層で、耕作深

度の深い所では、一部D14層上面まで及んでいる。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に含む。泥炭

分が強く、耕作上の分解の度合いは余り進んでいない。厚さは平均で7clll位、厚い部分では12clllを測る。下面には

酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は10.10～ 10。 15mの間である。出土遺物はない。

(6)D16層 上面

D16層水田跡 (第39図 ;図版 5-5, 7-4・ 6)

試掘区14Tで擬似畦畔Bが検出されたが、試掘区15Tでは非耕作域となっている。擬似畦畔Bは、D16層下面でD18

層の高まりとして検出された。D16層 とD17層は色調・土質が近似しており、平面的に分離することが出来ず、擬似
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畦畔 Bに よる検出となった。調査区外壁断面観察では、耕作土の若千の高まりが認められ (第39図5。 7)、 約0.8～lm

の畦畔が取 り付いていた可能性がある。擬似畦畔 Bは、ほぼ直線的に延びるN-63° 一W方向のものが、1条検出

された。また、その北側に接して、畦畔形成時に係わる、幅約20～ 40clllの浅い溝状の窪みが認められ、さらに、そ

の北側は非耕作域となっている。耕作土は、D17層及びD18層上部を母材とする粘土層で、耕作深度の深い所では、

一部D19層上面まで及んでいる。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に含む。泥炭分が強く、耕作土

の分解の度合いは余 り進んでいない。厚さは平均で10cm位、厚い部分では16clllを測る。下面には酸化鉄の集積層は

認められない。水田面の標高は9.50～ 10.00mの間で、南方向への緩やかな下 り傾斜を示す (勾配率1.H%)。 出土

遺物はない。

l D9層水田跡 (試掘区14T) 2.D12層水田跡 (試掘区14T)

4 調査区北壁

3016層水田跡 (試掘区14T)

安 匠コ D9層

B__.…       5_調 査区東壁
錦
腿 団6層

千
１
１

土
―
―

ザ
ー
川
接
副

6 調査区南壁

第39図  D9・ D12,D16層水田跡平・断面図



1.Do SDl(試掘区15T)

好 ―押

(2)そ の他の出土遺物 (第40図 )

試掘区14・ 15Tの Dl・ 2・ 4層から土師

器・須恵器・土師質土器・陶器・磁器・剥片

が計27点出上したが、大半が細片資料である

(表 8)。 この内、土師質土器・陶器・磁器

第 I章 調査結果

ゆ

―

一

表 8 D地 区出土遺物数量表

瀞＼ 騨
縄文土器 土 師 器 須 恵 器 赤境上器 磁   器 陶   器 土 師 質

上  器
石   器 合  計

Dl層
5T

D2唇 4T

D3a水 田跡 15T
D3b水 田跡 15T 3

D4層水田跡 13

合     計

(7)D18層上面

Dl号溝跡―D・ SDl― (第40図 ;図版 5-6・ 7)

試掘区15Tで検出された。調査区のほぼ中央を、ほぼ真北方向にやや蛇行しながら走行する。上端幅は約35～ 50

clllと規画性に欠ける。深さは7cm前後で、底面に比高差は認められない。堆積土は下面に、にがい黄褐色 (10YR4/1)

の粗砂が2clll程堆積 しているのみで、その上は直上層のD17層 となる。出土遺物はない。

はD2層以上の出上である。D2層からは、第40図 3の上師質土器の小壷、陶器では、製作年代が近代以降のものの

他、同図5の 17C前半の岸窯系の摺 り鉢、同図4の 18C以降の相馬大堀産の灰釉碗が出上している。D4層からは、

土師器・須恵器が各6点 と剥片が1点出土している。土師器は全てロクロ成形の界の破片で、同図1は内面
ヘラミガ

キの後、黒色処理が施されている。須恵器も全て芥で、この内、同図2は比較的まとまった資料である。

4.遺構の所属年代とまとめ
1.D5a層上面で性格不明の土坑 1基 (DoSK l)、 D18層上面で溝跡が1条 (D・ SDl)と D3a・ 3b・ 4・ 9・ 12

・14・ 16層の各層で8期の水田跡が検出された。また、D2・ 7層 もその層相より水田跡の可能性がある。

2 基本層出土遺物

第40図  D・ SDl平 。断面図及びD地区基本層出土遺物
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2.検出水田跡の内、畦畔が検出されたものは、D3a層水田跡のみで、D3b・ 16層水田跡は、擬似畦畔Bに よる
検出である。また、D9,12層 水田跡は、耕作域と非耕作域の境界ラインによる検出で、ただし、D12層水田跡は

平面的ではなく、調査区外壁断面による確認である。D4・ 14層水田跡は耕作上のみの検出であるが、層位の対

応関係が可能であった、隣接調査区で畦畔が検出されていることより水田跡と認定 した (第Ⅲ章第 1節 )。

3.畦畔の検出された,3a層 水田跡は、D2層段階の擬似畦畔 Bの疑いもある。 しかしながら、D3a層水田跡畦
畔直下で、D3b層 の高まリーD3a層水田跡擬似畦畔B― が検出され (第38図 3・ 5)、 加えて、これと異なる位
置から、D3b層 水田跡の擬似畦畔 Bが検出されている。このことより、D3a層上面検出の畦畔は、D3a層水
田跡に伴 う畦畔と判断された。

4.D18層上面で検出されたDoSD lは、形状・規模及び堆積土より自然流路の可能性がある。

5,砂層は上層のD5a層に認められるが、14Tに しか分布が見られない。15Tの D4層中に粗砂ブロックが認めら
れるが、これはD5a層の巻き上げられた残存ブロックと考えられる。
6.検出遺構の所属年代は、灰白色火山灰の検出、出土遺物及び層位の対応関係 (第Ⅲ章第 1節)よ り、以下のよ
うな年代が与えられる。ただし、DoSK lに関しては、出土遺物もなく、D2層排土後のD5a層上面で検出され
てお り、本来の掘 り込み層位は不明である。

・D2層 ―近代以降  ・D3a層水田跡―近世  。D3b層水田跡―近世  ・D4層水田跡―平安時代 (灰白色火山
灰降下以降) ・DoSK l― 平安時代 (灰白色火山灰降下以前)以降、近代以前
・D7層 ―弥生時代以降、平安時代 (灰白色火山灰降下前)以前  ・D9層水田跡―弥生時代 (十三塚式期)
。D12層水田跡―弥生時代  ・D14層水田跡―弥生時代  ・D16層水田跡―弥生時代 (桝形囲式期 )
・D・ SDl― 弥生時代 (桝形囲式期)以前

第 5節

当地区に合まれるのは試掘区17Tのみで、

E地区 (試掘区17T)

敷地中央南側に位置する。現標高は11.60mである。

1.調 査方法
設定面積は約5.5× 5,Om(27Υ )あ る。調査は盛土までを重

機で除去し、以下は人力により行なった。調査区内には土層観

察及び排水用の側溝を設けている。E16上面まで調査区全面の精  標訥・ Om

査を実施し、それ以下は各々調査面積を縮小し、E21層までの調

査を行なった (第41図 )。 調査深度は、現地表下約3.2mである。

北 壁 セ ク シ ョン

A

X《■サねЪ

第41図  E地区試掘区17T設定図及び基本層序
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表 9 E地区基本層序土層註記表

灰黄福    IOY R5/2
下面起伏頭著

下部に下層ブロック多量,砂粒少量 下面起伏顔著

塁
＾

5Y2/1
下面起伏顕著,断片的分布

褐

褐

褐

　

衰

暗

黒

黒

灰

10Y R3/2

10Y R3/1

10YR1 7/1

10Y R6/2

一
　

■

摩
維
賊
紐

1^ヤ 18
粘土泥炭分強 ,

中央に灰黄褐色粘上の帯
自然堆積

互層 ,

上半「 HL褐 色主 ,

下半黒色主

黒      10YR1 7/1
黒     10Y R2/1
に
=い
苦繕  10Y R7/2

土

土

炭

土

粘

泥

粘

粘土泥炭分有 自然堆積 互層

水口耕作

E12
墨褐     10Y R2/1 泥炭土

自然堆積 互層

兄炭分有,部舟的に黒色粘上の薄い横筋

E18
ォリーブ灰  5GY5/1 砂

粘土泥炭分有 自然堆積
グライ化

黒色     25Y2/1
灰オリーブ  5Y5/3

士

キ

粘

壮
28^ヤ 30 泥炭分有 自然堆積 互層

互層

2.基本層序
盛土下に21層が確認された (第41図,表 9)。 上層のEl～ 5層までは、北西方向のC地区上層と強い共通性が認

められる。また、E6～ 14層までは、】ヒ東及び南東方向のD地区及びF地区上層と共通性が認められる。さらに、E15

層以下の下層は、若千の上質変化はあるものC・ D地区下層と共通性が認められる。各層は下層を含め粘土層を主

とするが、E6層以下は粘土中に泥炭分を含み、特にE7～ 12層では泥炭分が多い。また、これら各層の内、自然堆

積層は、粘土と泥炭上の互層である場合が多い。砂層は、上層のEl層 と下層のE16層に認められる。酸化鉄の斑文

は、El～ 3層 までしか見られず、グライ化は、E16層から始まる。現代を除く明確な水田土壌は、E2・ 3・ 4・

6・ 8・ 10。 H層である。また、E5層 も水田土壌の可能性がある。遺物出土層は、E16層のみである。層の傾きは、

El～ 17層上面までが東南東方向への下り傾斜である。

3.検出遺構と出土遺物
E2・ 3・ 4・ 6・ 8・ 10・ H層の各層で、水田跡が検出された。水田跡の内、E6・ 10層水田跡は耕作上のみで、

畦畔等は検出されなかった。また、E12層上面で溝跡が、1条検出された。出土遺物はこれら遺構からはなく、基本

層E16層 より、摩滅した時期不詳の縄文土器の細片が、2点出土したのみである。

(1)E2層上面
E2層水田跡 (第42図 ,図版 5-8, 7-7・ 8)

畦畔が1条検出されたのみである。畦畔の検出層は、El層下面である。直上層のEl層が砂層であったため、遺

存状況は極めて良い。畦畔は真北方向をとり、直線的に延びる。調査区北壁際でやや東側に張り出しており、他方

向の畦畔が取り付いていた可能性がある。畦畔は、耕作土と同一土壌―E2層―を盛り上げ作られている。耕作土

上面からの高さは、良好な部分で22clll(第 42図 4・ 5)、 下端幅は約0.9～ 1.2m、 水口は検出されていない。耕作土

の土質は粘土である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に含む。厚さは平均で12clll位、厚い部分で

は20clllを越す。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は10.25～ 10.45mの間で、東南東方向への

下り傾斜を示す。区画間の水田面の比高差では、畦畔西側の区画が高位で、畦畔を境にして、約 5 clll程の比高差が

認められる。
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(2)E3層上面
E3層水田跡 (第42図 ;図版 6-1, 7-7・ 8)

畦畔が1条検出されたのみである。畦畔は、E2層水田跡の畦畔の直下で検出され、位置・方向・規模をほぼ同一

とする。畦畔は直上層畦畔を少し下げた段階、または、直上層畦畔検出段階と同時に検出された。上層水田跡の耕

作に伴う撹乱により、本来の耕作上の上面は保たれていない。畦畔は、耕作土と同一土壌―E3層―を盛り上げ作

られている。耕作土上面からの高さは25clll前後 (第42図4・ 5)、 下端幅は約1.0～ 1.3m、 水口は検出されていない。

耕作上の上質は粘土である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に含む。厚さは平均で12cm位、厚い

部分では20calを越す。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は10.20～ 10.40mの間で、東南東方

向への下り傾斜を示す。区画間の水田面の比高差では、畦畔西側の区画が高位で、畦畔を境にして、約5clll程の比

高差が認められる。

1.E2層水田跡

4 調査区北壁
A 
標高103m

トユー標高i08m
5 調査区南壁

□ E2F□ E3F tt E4E

・[4層水田跡平・断面図

2 E3層水田跡

3E4層水田跡

第42図  E2・ [3
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(3)E4層上面
E4層水田跡 (第42図 ;図版 6-2・ 3, 7-7・ 8)

畦畔が1条検出されたのみである。畦畔は、E3層水田跡の畦畔の直下で検出され、位置・方向・規模をほぼ同一

とする。E3層水田跡の耕作に伴う撹乱によって、耕作土及び畦畔の遺存状態は悪い。畦畔は、耕作土と同一土壌

―E4層―を盛り上げ作られている。耕作土上面からの高さは20clll前後 (第42図4・ 5)、 下端幅は約1.3～ 1.5m、 水

日は検されていない。耕作上の上質は粘上である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量に含む。直上

層の影響で、耕作上の存在しない部分もあるが、厚さは平均で10clll位である。陸畔部分では、耕作が及ばなかった

ためか、この部分のみに直下層のE5層が見られ、さらに、その下層のE6層と共に擬似畦畔Bが形成されている (図

版 6-3)。 下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は10.05～ 10.30mの間で、東南東方向への下り

傾斜を示す。区画間の水田面の比高差では、陸畔西側の区画が高位で、畦畔を境にして、約10clll程の比高差が認め

られる。

(4)E8層上面
E8層水田跡 (第43図 ;図版 6-4・ 5, 7-9～H)

畦畔は検出さなかったが、段差及び耕作域と非耕作域の境界が確認された。段上端方向は、ほぼ真北である。段

差下面及び段上端から東側へ約10～ 80clllの段上面が耕作域で、これより東は非耕作域となっている。境界ライン方

向はN-8° 一Eで、段上端方向よりやや東に振れる。段の比高差は8clll程で、傾斜は緩やかである。調査区外壁断

面観察では、境界ラインの耕作域側に、耕作上の若千の盛り上がりが認められ、lm程の畦畔が取り付いていた可

能性がある (第43図4・ 5)。 耕作土は、E9層からE14層上部までを母材とする粘土層である。下面の起伏は顕著で、

下部に下層ブロックを含む。泥炭分が強いが、耕作上の分解の度合いは高い。厚さは平均で15clll位、厚い部分では28

clllを測る。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は9.95m前後で、東南方向への緩やかな下り傾

斜を示す。

(5)Ell層 上面

Ell層水田跡 (第43図 ,図版 6-6・ 7, 7-H・ 12)

畦畔が1条検出されたのみである。畦畔の検出層は、E10層中である。畦畔は、N-35°一E方向をとり、ほぼ直

線的に延びる。調査区西側は、E8層水田跡によって削平されている。また、E10層水田跡の耕作に伴う撹乱によっ

て、本来の耕作土の上面は保たれていない。畦畔は、耕作土と同一土壌―Ell層 ―を盛り上げ作られている。耕作

土上面からの高さは、良好な部分で8cm(第 43図 5・ 6)、 下端幅は約1.5m前後である。水口は検出されていない。

耕作土は、E12層からE14層上部までを母材とする粘土層である。下面の起伏は顕著で、下部に下層ブロックを多量

に含む。泥成分が強く、耕作上の分解の度合いは進んでいない。直上層の影響で、耕作土が若干しか存在しない部

分もあるが、厚さは平均で10clll位である。下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は9.90m前後で、

東南東方向への緩やかな下り傾斜を示す。区画間の水田面の比高差では、畦畔西側の区画が高位となっている。

(6)E12層 上面

El号溝跡―EoSD l― (第43図 ,図版 6-8, 7-H・ 12)

EH層水田跡畦畔の直下で検出された。上層畦畔と同一方向の直線的なものである。上端幅は約0.6～ 1.5mで、

南方向へ行く従い狭くなる。最大幅長は、上層畦畔幅とほぼ一致する。深さは15clll前後で、断面は開いた「U」 字

状を呈す。底面には凹凸が認められる部分もあるが、目立った比高差はない。准積土は粘上の単層で、Ell層水田
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跡耕作土と色調・土質とも近似している。ただし、Ell層水田跡耕作土のように下層ブロックを含んでいない。底

面からは、径3.5側前後、全長約80cIIlの細い自然木が出土している。

4.遺構の所属年代とまとめ
1.E12層上面でEl号溝跡 (E・ SDl)と E2・ 3・ 4・ 6・ 8・ 10・ 11層の7期の水田跡が検出された。また、E

5層 もその層相より水田跡の可能性がある。

2.検出水田跡の内、畦畔が検出されたものはE2・ 3,4・ H層水田跡で、E8層水田跡は、段差及び耕作域と非

耕作域の境界ラインによる検出である。E6・ 10層水田跡は耕作土のみの検出であるが、層位の対応関係が可能

であった隣接調査区で、畦畔が検出されていることより水田跡と認定した (第Ⅲ章第 1節 )。 なお、畦畔が検出

された水田跡は、いずれも畦畔 1条の検出で、水田区画の形状・規模等は不明である。

3.E2・ 3・ 4層水田跡はC地区のC3・ 5・ 6層水田跡に対応する水田跡である。当地区でもC地区と同様に、

卜里_標高i02船
5 調査区北壁

ドと標高Ю2m 6 
調査区東壁

□
E8層
□

田 0層

匡重至]Ell層

―⊇引標高100m 嗅DItt ・
卜S Dlb画 ドと

側   溝

第43図  [8・ E9・ [11層水田跡及び :。 SDl平・断面図
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上層のE3・ 2層水田跡畦畔は、下層のE4層水田跡畦畔を踏襲し、同一位置・方向・規模を呈する。また、畦畔
を境にし、区画間の比高差が顕著であることも同様である。

4.E10層水田跡は、調査区外壁断面観察によると、Ell層水田跡畦畔と同一位置に、同規模の畦畔が取 り付いてい
た可能性がある (第43図 5。 6)。

5.E12層上面で検出されたEoSD lは 、Ell層水田跡畦畔直下に位置 し、その方向性・規模はEll層水田跡 と強い

関連性をもつ。Ell層水田跡の前段階の水田跡に伴 う水路跡で、Ell層水田跡の段階でこの水路を埋め、その上に

畦畔を作ったものと判断される。この前段階の水田跡は、層位の対応関係より、 F地区のF14b層水田跡に位置
付けられる。

6.検出遺構の所属年代は、出土遺物がないが、層位の対応関係 (第Ⅲ章第 1節)よ り、以下のような年代が与え
ら矛しる。

・E2層―平安時代 (灰白色火山灰降下前) ・E3層水田跡―平安時代 (灰白色火山灰降下前) 。E4層水田
跡―平安時代 (灰白色火山灰降下前) ・B5層―弥生時代以降、平安時代 (灰白色火山灰降下前)以前
・E6層水田跡一弥生時代 (十三塚式期) ・E9層水田跡―弥生時代  ・E10層水田跡―弥生時代
・Ell層水田跡―弥生時代 (桝形囲式期) 。E・ SDl―弥生時代 (桝形囲式期以前 )

第 6節 F地区 (試掘区16。 19T)
当地区に含まれるのは試掘区16・ 19Tである。これらはE地区の南東方向、D地区の南方向の敷地南東隅に位置
する。現標高はH.40～50mの間である。

1.調査方法
設定面積は、試掘区16Tが、約7.5× 4.5m(34r)、 試掘区19Tが、約5.0× 4.Om(194f)で ある。調査は、盛

試掘区16T南壁セクション

標高H Om V     v   ▼

盛  上

臨     恥

咄C     i淳

第44図  F地区試掘区16。 19T設置図及び基本層序
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表10 F地区基本層序土層註記表
色 調

粘土

塁
＾

5Y2/

① 雲管状斑文 下面起伏

絡土

褐黄

　

褐

灰

里
＾
里
ヽ

10Y R5/2

10YR1 7/1

10Y R3/1

泥炭士 0 O 雲管状斑文 粘土泥炭分有 自然堆積 互層

下部 に下 層 ブ ロ ック 泥炭 分右

FO

褐
　
　
　
褐

赤

灰

　

蓑

晴

福

黒

灰

7 5YR3/2
10Y R4/1

10Y R2/1

10YR5/2

士

　

土

炭

上

炭

土

泥

粘

泥

粘

0 〇 雲管状斑文 粘土泥炭分強,中央に灰黄褐色のやや太い帯 自然堆積
互層,上半暗赤褐色泥炭土基調 ,

下半黒色泥炭土基調

Fll

にボい芸優  iOY R6/2
黒      10YR1 7/1
灰黄褐    10Y R4/2

士

土

炭

土

粘

泥

粘

0 O 粘土泥炭分有 自然雅積 互層

褐黄
櫛
灰

黒

10Y R5/2

10Y R V2

土

　

＋

炭

土

，

泥

粘

や

(D (p 粘土泥炭分右,中央に灰黄褐色粘上の需 自然堆積 互層

(つ

黒褐     25Y3/2
黒      10Y R V2

土尿

＋

洸

粘
(D 粘土泥炭分強 自然堆積 互層

粘土

泥炭分強 ,

灰ォリーブ  5Y5/2
黒褐    10Y R2/3

土

■

納

絶 0 泥炭分有,中央に黒色粘上の太い帯 自然堆積 互層, グライ化

粘上

灰オリーブ 5Y6/2 自然堆積

褐灰     10Y R4/1
黒      10Y Rl″ 1

土

土

絡

粘
(p C) 泥炭分有 自然堆積 互層

黒      10Y R2/1
黒褐     10Y R3/1

土

土

柏

粘
(〕 (D 泥炭分有 自然堆積 互冦

灰 5Y5/

土及び直下の旧水田耕作土下部までを重機で除去し、以下は人力により行なった。調査区内には、土層観察及び排

水用の側溝を設けている。各試掘区は、16Tが F4層上面まで、19Tが F17層上面まで調査区全面の精査を実施し、

それ以下は各々調査面積を縮小し、F25層 までの調査を行なった (第 44図 )。 調査深度は、16Tでは現地表下約4.4

mである。

2.基本層序
盛上下に大別25層、細別では31層が確認された (第44図 ,表 10)。 この内、F3c・ 5・ 10。 12・ 14b層の各層は、

一方の試掘区のみ分布する。また、F2層は、部分的には 2層に分層できる箇所もあったが、今回は単一層 として

取 り扱った。上層のPl～ 16層までは、北方のD地区上層と共通性が認められる。また、これら各層の内、F5層以

下は、北西方向のE地区上層との共通性が認められる。各層は粘土層を主とするが、F6層以下では、粘土中に泥

戊分を多く含む。これら各層の内、自然堆積層は粘土と泥炭土の互層である場合が多い。なお、19Tの F5層下部

には、粗砂ブロックが含まれる。酸化鉄の斑文は、Fl～ 9層 まで見られ、F2層の層中には、酸化鉄の集積層が認

められる。グライ化は、F17層 から始まる。F4層からは、灰白色火山灰が検出されている。現代を除く明確な水田

土壌は、F3a・ 3b・ 4・ 5'6・ 8・ 10。 12・ 14b層である。また、F2・ 3c層 も水田土壌の可能性がある。

遺物出土層は、Fl・ 2・ 3b・ 4層である。層の傾きは、16TではFl～ 17層上面までが、南南東方向への下 り傾

斜、19TではFl～ 8層上面までが、16Tと 同一方向で、以下F17層上面までは、水平となる。

3.検出遺構と
F3a。 3b・ 4・ 5・ 6・ 8・ 10。 12・ 14b層の各層で、

跡以外は耕作上のみで、畦畔等は検出されなかった。

出土遺物

水田跡が検出された。水田跡の内、P3b・ 4層水田



第 I章 調査結果

(1)F3b層 上面
F3b層水田跡 (第45図 ;巻頭写真 3-1)

〈遺構状況〉試掘区19Tで、擬似畦畔Bが 1条検出されたが、試掘区16Tでは、耕作上が検出されたのみである。19T

では、上層のF3a層水田跡の削平より、耕作上が認められない部分もある。このため、擬似畦畔BはF3a層中で、

P3c層 の高まりとして検出された。検出層位より、F3a層水田跡段階の擬似畦畔Bと も考えられるが、F3c層

の高まりと同一レベルで、F3b層が残存することより (第 45図 3)、 F3b層水田跡段階の擬似畦畔Bと判断した。

擬似畦畔 Bは N-79° 一W方向で、東側では不明瞭となり、途切れる。耕作土の上質は粘土である。下面の起伏は

顕著で、下部に下層ブロックを含む。上層の水田跡によって削平されているが、厚さは平均で10clll位 で、下面には、

酸化鉄の集積層は認められない。水田面の標高は、16Tでは9.50m前後、19Tでは9.65m前後で、共に南南東方向

への下 り傾斜を示す。

〈出土遺物〉出土遺物は、全て16Tからで、耕作土内よリロクロ成形の上師器、須恵器等の上器の細片が計6′点出

上したのみで、図示できるものはない。

(2)F4層 上面

F4層水田跡 (第45図 ;巻頭写真 3-2)

〈遺構状況〉試掘区19Tで、擬似畦畔Bが検出されたが、試掘区16Tでは、耕作土が検出されたのみである。擬似

畦畔BはF4層下面で、F5,6層 の混在層の高まりとして検出された (第45図 4)。 F4層水田跡上面では、畦畔の

高まりを検出できなかったが、調査区外壁断面観察では、擬似畦畔Bの位置に耕作土の若千の高まりが認められる

(第 45図 4)。 擬似畦畔Bは、N-78° 一E方向とN-9°一W方向のものが各1条で、「 T」 字状に交わる。水田区画

は、3区画検出されたが、 1区画の面積、形状の判るものはない。耕作上の上質は粘土で、灰白色火山灰ブロック

を多量に含む。下面の起伏は顕著で、耕作深度が下層のF6層 まで及ぶ部分もある。下部には下層ブロックを含む。

上層の水田跡によって削平されているが、厚さは平均で12ctll位、下面には酸化鉄の集積層は認められない。水田面

の標高は、16Tでは9,40m前後、19Tでは9.60m前後で、共に南南東方向への下 り傾斜を示す。

4.調査区北壁

[:::::::]F3c層

1.F3b層水田跡 (試掘区19T) 2 F4層水田跡 (試掘区19T)

ノ

く

ナ

9f T栃

3 調査区西壁

翻
Ｅ２

□  F4層



第 5節 E地区 (試掘区17T)

〈出土遺物〉両試掘区の耕作土内より上師器・赤焼土器・須恵器等の上器の細片が、計8点出土 したのみで、図示

できるものはない。土師器は2点出土 したが、共にロクロ成形のもので、この内1点は、内面黒色処理の施された、

不の体部資料である。

(3)その他の出土遺物

両試掘区のPl・ 2層及び盛土から土師器・須恵器・陶器・磁器・瓦等が計27点出上した (表 H)。 これらは全て

細片で、図示できるものはない。この内、土師器は全てロクロ成形のものである。

表1l F地 区出土遺物数量表

漢
J圧 器

　
，

師

タ

負 顧 器 赤焼土器 利

器

別

焼

判

素

磁  器 陶  器 瓦

盛土 16T 5

Fl層 16T

2

F2層 3

F3b水 田跡 16T
F4積 水口跡 4

合    計

4.遺構の所属年代とまとめ
1.F3a。 3b。 4・ 5。 6・ 8・ 10。 12・ 14b層の各層より9期の水田跡が検出された。また、F2・ 3c層 も
その層相より水田跡の可能性がある。

2.検出水田跡の内、畦畔が検出されたものはなく、F3b。 4層水田跡は擬似畦畔 Bに よる検出ある。これら以

外の水田跡は、耕作土のみの検出であるが、層位の対応関係が可能であった隣接調査区で、畦畔が検出されてい

ることより水田跡と認定 した (第Ⅲ章第 1節 )。

3.擬似畦畔 Bが検出されたF3b。 4層水田跡は、直下層が水田耕作上であったのに関わらず、擬似畦畔部分の

みに直下層が残存する (F3b層水田跡 )、 擬似畦畔が直下層とさらにその下層の混在層からなる (F4層水田跡 )

という検出状況より擬似畦畔 Bと判断された (第Ⅲ章第 2節 )。

4.F14b層水田跡は、耕作土のみの検出であったが、これまでの富沢遺跡北部A地区では、南方へ数10m離れた

第28次調査区でしかのみ、明確に検出されなかった水田跡で (第28次調査Hc層水田跡,佐藤 :1988)、 その全
容は不明な点が多かった。今回の検出によって、当水田跡の水田域の把握等に関する貴重な資料を得ることがで

きた。

5.F地区の基本層序の内、上層のFl～ 16a層は、富沢遺跡北部A地区基本層序 (佐藤 !1991b)と 極めて強い対
応関係が認められ、さらに、最下層のF25層 まで富沢遺跡北部A地区と共通性が強い。ただし、第86次調査区内
の他地区下層と比較した場合、下層のF17層以下には共通性が見いだせない。

6.検出遺構の所属年代は、灰白色火山灰の検出、出土遺物及び層位の対応関係 (第Ⅲ章第 1節)よ り、以下のよ

うな年代が与えられる。

・F2層 ―近代以降  ・F3a層水田跡―近世  ・F3b層水田跡―近世  ・F3c層 ―近世以前
・F4層水田跡―平安時代 (灰白色火山灰降下以降) ・F5層 ―平安時代 (灰白色火山灰降下前 )
・F6層―平安時代 (灰白色火山灰降下前) ・F8層水田跡―弥生時代 (十二塚式期)
。P10層水田跡―弥生時代  ・F12層水田跡―弥生時代  ・F14b層水田跡―弥生時代 (桝形囲式期)以前
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第Ⅲ章 基本層序の対応関係 と擬似畦畔Bについて

第 1節 基本層序の対応関係

第86次調査に際しては、試掘間の層位の変化が顕著で、調査時において全体を網羅する基本層序の設定は困難で

あった。このため、調査時において明確に層位の連続性が把握できる範囲ごとに分け、対象調査区北側よりA～ F

地区の 6地区の名称を付し、これら各地区ごとの基本層序を設定した。しかしながら、各地区基本層序で触れたよ

うに、各地区の上層と下層を切 り離し、それぞれの対応関係を見ると、各地区間の基本層序には共通性認められる。

また、上層の基本層序には調査対象区南端のF地区のように、宮沢遺跡北部A地区基本層序 (佐藤 :1991b)と遜

色ない基本層序を示す地区もある。さらに、下層基本層序中には火山灰の存在によって、第28次調査区 (佐藤 :1988)

との対応関係が可能なものもある。

調査対象区内及び近隣調査区との層位の対応関係をまとめることは、「宮沢遺跡基本層序案
。層位対応関係案」(佐

藤 :1991b)で触れたように「個々の調査区において遺構が検出されたとしても、周辺調査区との広範な層位の対

応関係が示されていない限り、同一時期の遺構の広がりや詳細な年代観は置き去りにされ、個々の調査区における

成果の羅列にしかならない。」という苦い経験からで、今回政えて、その警鐘を再度鳴らすと共に基本層序の対応

関係を試みた。

基本層序の対応関係に際しては、各地区の基本層序を上層・下層に分けそのけ対応関係を試みることとする。

1.上層基本層序対応関係
ここで上層とするものは、各地区の基本層序の内、以下のものである。

・A地区 :Al層～A6層   ・B地区 :Bl層～B12層   ・C地区 iCl層～C14層

・D地区 :Dl層～D20層   ・E地区 :El層～E15層   ・F地区 :Fl層～F16層

対応関係に際し、「富沢遺跡北部A基本層序」を基軸とし、これに対して各地区の対応関係を試みた (表 12)。 し

かしながら、A地区に関しては、余りにも変化が顕著でA4層以下は、今回の対応関係からは除外した。また、対

応関係に伴って「富沢遺跡北部A地区基本層序」の一部の層を細分化し「1996年度宮沢遺跡北部A地区基本層序」

とした。これに伴い従来のものを「1991年度富沢遺跡北部A地区基本層序」とする。

これら対応関係における留意点は、以下の 1～ 8に記した。

1.今回新に細分したのは、 3a層 (al・ a2), 4b層 (bl・ b2・ b3), 4c層 (cl・ c2・ C3), 8b(bl・

b2)の各層である。また、D・ F地区の状況より、今後、 2層 も細分される可能性がある。

2。 (15層 )以下の (18層 )ま での各層は、第86次調査区内各地区間では、対応関が認められたが、「1991年度富沢

遺跡北部A地区基本層序」では対応関係を試みなかった層である。このため「1996年度富沢遺跡北部A地区基本

層序」では ( )付きとし、今後の検討課題とした。

3.4b2層 , 4c2層 , 8 bl層の各層は砂層である。この内、 4b2層は、第86次調査区のF地区を除く全ての地

区に分布し、層位対応関係の鍵層となっている。これら砂層は、従来の富沢遺跡北部A地区には認められなかっ

たものである。第86次調査区で最も南端に位置し、「 1991年度富沢遺跡北部A地区基本層序」と全く違和感のな

いF地区においても同様に存在しない。これらより各砂層は、富沢遺跡北部A地区内の北端部にのみに分布する

層といえ、第86次調査区が微高地から後背湿地への変観点であるという地形条件と一致する。

4.試掘区15Tの D4層、試掘区19Tの F5層は下部に砂層ブロックを含む。この砂層ブロックは、D4層は 4b2層

を、F5層は 4c2層 の砂層を巻き上げたものである。このことよりD4層、F5層の両層は、富沢遺跡】ヒ部A地区



表12 1996宮沢遺跡北部 A地区基本層序及び宮沢第86次各地区上層基本層序対応関係表
1096年度

基本層序

1991年度 跡
　
定

田
　
認

水
　
の

所 属 年 代 特 徴 F地区 E地区 D地区 C地区 B地区 A地区

遺 構

主 た る

色  調

主 た る

土  質基本層序 層位 遺構 層位 遺構 層位 遺構 層 位 遺構 層位 遺構 層位 遺 構

現代 CI BI オ リーブ黒 ～粘土

△ 近代以降 粗砂含 灰黄褐 砂質ンル ト

(D 近世 墜等 塁
ト

卜質粘土

～粘上3 O F3a 耕

3a2 0 F3b 擬 擬

△

3c 3c 互層 にすい黄褐 黒
△ 黒 褐

(つ 平安 (灰白色火山灰降下lk降 ) 灰白色火山灰ノロック含

北部粗砂ブロック含

F 擬 B3 耕 畦 等 灰

(つ 樹

(つ 平安 (灰白と火山灰降下直前) 上面に灰白色火山灰 畦 等 灰～褐

粗砂層 C?a

C2b

B5 灰黄褐 砂

互層 粗砂含 DSb オ リーブ灰 ルト質粘上

～粘上平安(灰白色火山灰降下前)

墟

耕 黒褐～灰黄褐

北部組砂ブロック含 C3

粗砂層 明黄褐 砂

(つ C5 畦 黒～黒褐 ツルト質粘土

～粘土(D 平安 (灰白色火山仄降下前) 北部粗砂ブロック含 E4 C6 度 畦等 黒～黒褐色

△ 灰黄～灰

7 互層 にがい黄褐 黒 粘土～泥炭上

8a D″ 灰黄褐～黒

粗砂層 にどい黄褐 砂

互層 にぶい黄褐 黒 粘土～泥炭上

弥生 (十三塚式期) F8 耕

一　
　
一

E0 細 畦等

畦等

畦等

暗灰芸

互層 暗灰黄 黒

互層 暗赤褐 黒褐
弥生 耕 E8 境 畦等 灰

互層 にがい黄褐 黒

弥 生 4t 畦 等 暗灰黄～灰

互層 灰白 黒

弥生棚彫圏式期) 瞳 埼 畦 争 黒褐

互層 にFい黄lB里協

弥 生

互層 に√い責iB黒褐

耕 畦 黒褐

互層 にメい衰褐 黒褐

C13d にぶい黄褐

塁
（

D19a 暗赤褐

黒

灰黄

塁
小

黒褐

*●―水団跡   ▲―水日跡の可能性   Eコ ー時期決定遺物出上層   畦―畦畔検出   操―擬似畦畔B検出   境―耕作域と非耕作域の境界ライン検出   水―水路検出   耕―本田耕作上のみ検出

第 1節 基本層序の対応関係

北端部 とこれ以南部分を結が重要な鍵層となっている。

5,灰白色火山灰は、B地区B3層、 C地区Cl b層、D地区D4層、 F地区F4層で、層中にブロック状で検出され
てお り、 4a層対応の重要な鍵層となっている。また、各水田の年代決定をする上でも、重要な役割を果たして
いる。

6.4 cl層 , 4c3層 , 5層の各水田跡は、第86次調査の出土遺物によって、それぞれの所属年代がより明確とな

った。「 1991年度富沢遺跡北部A地区基本層序」の際に提唱した所属年代と矛盾はなく、 5層水田跡では、古墳

時代以降、平安時代以前としていたものを平安時代 (灰白色火山灰降下前)と 限定することが可能となった。

7.現在まで富沢遺跡北部A地区では、12a2層水田跡は第28次調査区でしか検出されていなかった。第86次では、

最も南端のF地区の試掘区16Tで耕作土が確認された。第28次調査区は、試掘区16Tの南側の時計道路を挟んだ
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南方約35mに所在し、富沢遺跡北部A地区でも北側に位置する (第 2図 )。 しかも、第28次調査では、最も北側

の I区のみで検出されている (佐藤 :1988)。 また、第86次では、E地区の試掘区17Tで、当期の水路跡が検出

されている。以上を総合すると、12a2層水田跡の水田域は、第28次調査区内の北側から第86次調査区内のE地

区試掘区17T以南までの、南北幅約70mの狭い範囲で、しかも、富沢遺跡北部A地区の北辺―後背湿地縁辺―に

しか広がっていないことが明らかとなった。従って、この区間に挟まれた、第 5,7・ 16次調査区 (吉岡 :1989),

第15次調査区Ⅶ区 (吉岡 :1987)検 出のH層水田跡は、その一部が12b2層水田跡の可能性が高く、単純に11層

水田跡の広がりとして提えることはできない。今後、この地区を取り扱う場合の検討課題といえる。

8.今回の改訂に伴い、新に水田跡として認定されたのは、 3 al層 , 3a2層 , 4 cl層 , 4c3層 の各水田跡であ

る。これによって富沢遺跡北部A地区では、大別 1～ 14層までの間に14期の水田跡が確認されたことになる。ま

た、水田跡の可能性のある層としては、 6枚の層が存在する。

2.下層基本層序対応関係
ここで下層とするものは、各地区の基本層序の内、以下のものである。

・△地区 :A7層～A23層   ・B地区 :B13層 ～B30層
・D地区 :D21層 ～D28層   ・E地区 :E16層 ～E21層

,C地区 :C15層 ～C34層

・F地区 :F17層 ～F25層

対応関係に際し、調査対象区内でのF地区を除く、統一基本層序を設定し、これと隣接調査区の第28次調査区と

の対応関係を試みた (表 13)。 統一基本層序の新層位名はUI～ UXⅧ層とした。F地区に関しては泥灰層が主で、

他地区が粘土層を主とするのに対し、土質変化が余りにも大き過ぎ、統一基本層序からは除外した。

これら統一基本層設定及び第28次調査区との対応関係における留意点は、以下の 1～ 4に記した。

1.UI・ Ⅲ・Ⅶ a・ ⅦboⅦ d・ Ⅷ oXI・ XⅡ ・XV・ XⅥ層の各層は、砂礫、砂、ンルト質砂、砂質シルト及

び砂を主とする互層である。これら砂質層を層位の対応関係における鍵層とした。これら砂質層は、第86次調査

対象区内において北西側では礫を多く合み、南東側に行くに従いシルト・粘上分を多く含むようになる。また、

層厚も厚かったものが、薄くなっていくことが看取される (第47・ 48図 )。

2.U XⅣ は火山灰層である。調査深度・地形的条件の関係で、第86次調査ではB地区試掘区 7Tの B26a層及び

C地区本調査区B-7Gridの C29層上部でのみ検出された。この火山灰は十和田中如テフラに同定される可

能性がきわめて高いことが指摘され (第Ⅳ章第 2節 )、 第28次調査区29層上部検出の火山灰との対応関係が認め

られる (山田 :1988,1989)。 この火山灰は、上層の灰白色火山灰同様、上下層の年代決定及び層位の対応関係

の鍵層となる。この火山灰と同一及び推定されるものは、両地点の他に富沢遺跡北部A地区では、第 5次調査33

層 (山田 :1989)、 第15次 V区31層 (山田他 :1987)、 第46次29b層 (佐藤 :1989)、 第54次27層 (中富 :1990b)、

第65次25層 (中富 :1991)、 第72次 17層 (渡部 :1992a)、 第81次30層 (佐藤 :1993a)、 第83次29層 (佐藤 :1993

b)、 第87次38層 (佐藤 :1994)等 の層上部で検出されており、今後の下層対応関係に渚いて重要な役割を果た

すものと考えられる。なお、U XⅣ層の上面標高は、第86次 B地区試掘区 7Tでは8.20m、 C地区本調査区B―

7Gridで は7.65m、 第28次 I区では6.35～6.50mの 間である。
3.U�肛層は第28次調査区31層 と層相を同様にし、対応関係が認められる層である。調査深度の関係で、第86次

調査ではA地区及びB地区でのみ検出された。第28次調査区では縄文早期後葉の生活面が検出されたが (佐藤 :

1988)、 第86次では、A地区の試掘区 2Tよ り剥片が 1点出土したのみで、生活面は検出されなかった。ただし、

富沢北部A地区北部では、この層がひろく分布していることが明確となり、今後、遺構の存在が期待される。な

お、U XⅣ層の上面標高は、第86次A地区試掘区 2Tでは8.30m、 B地区試掘区 7Tでは7.80m、 第28次 I区で

は5,60～ 5。 80m、 Ⅲ区では5.10～5.30mの 間である。



表13 富沢第86次各地区及び宮沢第28次下層基本層序対応関係表
下層統一

基本層序

主  た  る

土    質

A地区

層 位

B地区

層 位
C地区

層 位
D地区

層 位

E地区

層 位
第28次

層 位
主

色

た る

調 イ層

備 考

UI 粘土～砂礫 A7 C15 にがい黄燈～ (緑 )灰 (D 土質変化顕著

粘土 黒 黒褐 にがい黄笹  (暗 )オ リーブ灰 互層 (C地区のみ砂との互層 )

砂 粘上 砂礫 (オ リープ)灰  黒 灰黄褐 黒褐色 0 互層

粘土 C19 20 黒 黒褐 渋黄 オ リーブ灰 灰オ リーブ ⑬ 互層 (A地区のみ砂との互層 )

UVa 粘土 B17a C21

UVb 粘土～ C22 灰 黒褐 O 互層の場合あり

Uマ c 粘士 B17c C23 黒～黒褐

糖土～ンルト質粘土 黒～黒褐 C地区では砂質シルトの部分あり,■質変化顔著

秒質ツルト～砂 819a C25 灰～緑灰 0

砂質ツルト～ッルト質砂 暗オリーブ灰 O B地区では粘土

UMlc rh土 塁
＾

UⅦ d 緑灰 ⑭

U lll 砂礫 褐～ (緑 )灰 (つ

UX 粘土 灰黄褐  (オ リーブ)灰 黒 互層

粘土 A16a 灰～ (階 )オ リーブ灰 り

粘上 A16b B22b C27 黒褐 黒 褐灰 互層,C地区ではシルト質秒

砂賞ツル ト～ッル ト管砂 黒褐～灰 O

UX■ 砂～砂懺 )灰 (♪

U XШ a 粘土 C30上 黒褐 互層になる場合あり

UXЩ b 粘土 B25b C30下 29上 黒 互層になる場合あ り

U XVa 火山灰 C31上 29上 灰黄 (渋黄)～灰白 十和田中策テ

UXVb rh土～ツルト質格土 C31下 29下 里
小

U XV 卜質砂 黒～黒褐

U Xhr 卜質粘■～砂礫 C32～ 34 (オ リーブ】灰～緑灰 0 土質変化顕著

U XAIl a 粘土 灰～黄灰 (♪ 縄文時代早期後葉の遺物出土

UゝWI b 粘土 灰～芸灰 O 縄文時代早期後葉の遺物出土

粘土 A22c 灰～芸灰 縄文時代早期後葉の遺物出土

ンル ト質粘土～ 緑灰 (♪

第 1節 基本層序の対応関係

4。 その土質の変化の違いよりF地区は、層位の対応関係から除外した。土質を度外視し、色調及びグライ化のみ

で層位の対応関係をするならば、以下のようになるが、科学的根拠には欠ける。今後の検討課題としたい。

・UI― F17 ・UI― F18 ・UⅢ 一F19 ・UV― F20 ・UVa― F21 ・UVb― F22 ・UVc― F23
UⅥ ―F24 ・UⅦ a― F25

Aライン

第46図 宮沢遺跡第86次調査土層柱状図作成地点



第皿章 基本層序の対応関係と擬似畦畔Bについて
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第Ⅲ章 基本層序の対応関係と擬似畦畔Bについて

第 2節 連続耕作の水田跡にともなう「擬似畦畔B」 について

「擬似畦畔B」 は、富沢遺跡における水田跡調査の初期段階であった、1982年実施の第 5次調査頃より着目され

ていたが、その呼称及び定義付けが正式に提唱されたのは、1987年刊行の富沢遺跡第15次調査報告書 (斎野 :1987

b)段階であった。着目時から15年を経た現在では、「擬似畦畔 B」 の検出例は富沢遺跡はもとより、新に発見さ

れた仙台市域の本田跡においても類例が増加している。この間、1990年に「擬似畦畔B」 の畦畔との関係より、「擬

似畦畔B」 の特徴と活用方法がa～ fの 6項目提示されている (仙台農耕文化勉強会 :1990)。

現在まで、擬似畦畔Bと は「 Cl層水田の畦畔の直下に認め

られるC2層上面の畦畔状の高まり」 (斎野 :1987b)と定義さ

れいる (第49図 )。 この場合のCl層 とは水田土壌 (耕作土)で、

C2層 とはその直下層をさしており、C2層は自然堆積層である

ことを前提としている。従って、擬似畦畔Bの認定に関しては、

C2層が自然堆積層という限定条件が付けられているのである。

今回ここで取 り扱おうとしているものは、C2層が自然堆積層ではなく水田土壌である場合、すなわち、水田耕作

土の直下層も水田耕作土で、この直下層上面で検出された畦畔状の高まりを如何に理解するかという、連続耕作の

水田跡における擬似畦畔Bの有無についてである。

これまで、一般的に連続耕作の水田跡が検出された場合、それぞれの水田跡上面で検出された畦畔状の高まりは、

それぞれの水田跡に伴う畦畔と認識し、報告されてきた。果たして全てが全てそうであろうか。例えば、水田跡調

査の際に、耕地整理後の現在の水田の直下層に、これより古い時代の水田土壌が存在する場合、その水田土壌の上

面で、現代の畦畔の直下に、畦畔状の高まりが残されていることを往々として日にすることがある。これは明らか

に、現代の水田の影響によって作られた擬似畦畔Bである。時代の新しい例ではあるが、C2層が水田土壌であっ

ても擬似畦畔Bが残されるのである。このような観点より富沢遺跡では、1988年以降、連続耕作における水田跡の

擬似陸畔B存在について、水田調査に伴う一つの命題として検討が加えられてきたが、蓄積資料の不備とそのメカ

ニズムの複雑さのために、連続耕作における畦畔と擬似畦畔Bと の判別を示すことができなかった。第86次調査で

は、この判別を提示することが可能な擬似畦畔Bの資料が得られた。そこで、これにこれまでの富沢遺跡の調査例

を加え、明らかに水田土壌上面で畦畔と分離され、擬似畦畔Bと して認定し得る I～Ⅲの 3タ イプを模式図 (第50

図)を使い紹介する。

Iタ イプ :中間の水田土壊が帯状にのみ存在するもの

第50図 1の 2層水田と3層水田との関係で、帯状に残された 3層水田土壌が、 2層水田段階の擬似畦畔Bと なる。

場合によっては、帯状部分以外にも、薄く断片的に 3層水田土壌が残る。 2層水田の畦畔が残存する場合には、当

然、その直下に認められる。この Iタ イプ例は、第86次試掘区19TF3 b層水田跡とF3c層 との関秋 (巻頭写真 3

-1)、 第28次 1層水田と2層 との関係 (佐藤 :1988)、 第60次 6層水田跡と7層水田跡との関秋 (平間 :1991)、 第81

次 4層水田跡と5層水田跡との関係 (佐藤 :1993a)等が上げられる。

エタイプ :検出畦畔が、直下層水田土壌との混在層のもの

第50図2の 2層水田と3・ 4層水田との関係で、 3・ 4層の水田土壌によって形成された畦畔が、 2層水田段階

の擬似畦畔Bと なる。この擬似畦畔Bの特徴としては、畦畔を境として一方の区画が 3層水田土壌、他方の区画が

4層水田土壌となる。これは 3層水田の耕作深度 (第 1段階a)あるいは、 3層水田跡以前の地形勾配 (第 1段階

b)に起因すると考えられる。 2層水田の畦畔が残存する場合には、当然、その直下に認められる。なお、 3層水

田の畦畔は、同一箇所に位置していたことが推測される。このIタ イプ例は、第86次試掘区19TF 4層水田跡とP5

―

C層

―

斎野 :1987bO第 35図 (P91)を加筆 。修正

第49図 擬似畦畔 B



第 2節 連続耕作の水田跡にともなう「擬似畦畔B」 について

・ 6層水田跡との関係 (巻頭写真 3-2)、 第52次 1層水田と2・ 3・ 4層 との関係 (中富 :1990a)、 第58次 3層 と

4a・ 4b層水田跡との関秋、 4a層水田跡と4b層水田跡・ 5層 ・ 6層 との関秋 (佐藤 :1991)、 第75次 3a層

水田跡と3b層水田跡・4a層 との関係 (渡部 :1992b)等が上げられる。

Ⅲタイプ :複数の検出畦畔が区画を形成しないような位置関係にあり、その内、直下層 (自然堆積層)に擬似畦畔

Bが検出されないもの

第50図3の 2層水田と3層水田との関係で、 4層上面に擬似畦畔Bが形成されない 3層上面の畦畔が、 2層水田

跡段階の擬似畦畔 Bと なる。この場合、本来の 3層水田跡畦畔と区画を形成しない位置関係であることが、必要不

可欠条件となる (第51図3・ 5)。 このⅢタイプ例は、第61次 5層水田跡と6層水田跡との関係 (第51図 1～ 4,佐藤 :

1991a)、 第86次試掘区15TD3 a層水田跡とD3b層水田跡との関秋 (第51図 5,巻頭写真 3-3)等があげられる。
以上のように、擬似畦畔Bは自然堆積層のみならず、水田土壌上面にも形成されることが判る。水田上壌上面に

残される擬似畦畔 Bの形成は、そのメカニズムが複雑で、ここで例示した、 I～Ⅲの 3タ イプは、ほんの 1例に過

ぎない。その判別には、該当層の上下層の断面観察のみでは不十分で、それ以上の上下層にわたる断面観察はもと

より、各層の成因、地形との関わ り、平面的な位置関係、形成過程の把握等の各要素を絡めた総合的な見地の上に

立ち、進めていかなければならないと考える。

註 1:いずれの各層も水田土壌の可能性が高いことが指摘されている。

註2:第60次の報文では、 6層水田跡の擬似畦畔Bとはせず、7層水田跡の畦畔としている。6層水田跡上面では、擬似畦畔Bと は異

なる位置の畦畔が報告されており、これは5層水田跡の擬似陸畔Bと判断される。

I.Iタ イプ

第1段階

8層 本田土埋

第2段階

2層 自然堆積層

第3段階
擬似唯畔B形成
2層水田形成 (水田土壊 )

亭与特工ⅢⅢⅢI:`|:=`||〆
=■
単i2

,0● ● ● ● |● ● ● ...

第4段階        第5段階

1層 自然堆積層        1層 水田形成 (本田上壌 )

2Hタイプ

b

※ nタ イブ 4層自然堆積層

第50図 連続耕作にともなう擬似畦畔Bタイプ別模式図



1.富沢第61次5層水田跡唯畔及び擬似唯畔B平面図

3.富沢第61次5層水田跡擬似唯畔 B・ 6層本田跡畦時合成平画図

5.宮沢486次試掘区15T D3a層
・Dab層水田麟擬似畦辞B合成平面図

D3と層本田跡緩似畦畔B

D3a層本田跡縫似畦畔B

第Ⅲ章 基本層序の対応関係と擬似珪畔Bについて

※1～ 3ス クリーントーン部分擬似畦幹B

4.宮沢第61次 5・ 6層水田飾睦時及び擬似畦畔B断面

引 ぼ

A卜とと
4市

Bμ 4市

七言:」:::自言」こと::こ言:三:三::営三三彗:::営 :ュ l
1“

0                              1m
票 1～4(佐藤 :1991aの第39・ 42図を加筆・修正)

第51図 連続耕作にともなう擬似畦畔 BⅢ タイプ検出状況

註 3:報文発表後、いずれの各層も層位の対応関係によって、本田土壌であることが明らかにされている (佐藤 :1991b)`

註 4:第 58次の報文では、それぞれ 3層、 4a層本田跡の擬似陛畔Bと はせずヽそれぞれ 4a層水田跡(4b層水田跡の畦畔としてい

る。

註 5:第86次では、D3b層水田跡の直下層D4層が自然堆積層ではなく、水田土壌であったが、両水田跡とも畦畔・擬似陸畔Bが確認

されており、一応このタイプに加えた。なお、D3b層水田跡の陛畔は、平面的に構えることを逸したため、第51図 5の合成平面

図には擬似畦畔Bを使用した。

2,宮沢第61次6層水口跡唯畔及び擬似畦畔B平画図
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第 1節 仙台市、富沢遺跡第86次調査におけるプラント・オパール分析

株式会 社 古環 境研 究所  松 田 隆二

1. は じめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (Si02)が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が枯死した後も

微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール (植物珪酸体)分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であ り、イネをはじめとするイネ科

栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている。

富沢遺跡第86次調査の発掘調査では、土層断面の観察において水田耕作層とみられる層準が複数認められた。そ

こで、プラント・オパール分析を行い、稲作跡の探査を試みることになった。

2.試料

調査地点と試料は以下のとお りである。なお、試料はいずれも遺跡の調査担当者により採取されたものである。

(1)A地区 (試掘区)

試掘区 2T北壁中央のA3a層,A3b層 ,A3d層 ,A3e層 ,A4層、北壁西側のA3b層、西壁北側のA3b層、西壁

南側のA3d層,A3e層 ,A4層 ,A5a層 ,A5b層、試掘区 4T南壁のA3層 ,A4層 ,A5層 ,A6層 よりそれぞれ採

取された。

(2)B地区 (試掘区)

試掘区 7T西壁のBl層 ,B2層,B4層、北壁の 3層 , 4層、試掘区 9T東壁のB2a層,33層,B5層 ,B7層 ,

B8層 よりそれぞれ採取された。

(3)C地区 (試掘区)

試掘区10T北壁のC2a層 ,C3層,C5層、東壁のC2b層 ,C3層,C5層、試掘区1lT東壁のC2a層 ,C5層 ,C10

層,C12層 ,C13d層 ,C14層、西壁のC2b層 ,C5層 ,C10層 ,C12層 ,C13d層 ,C14層、試掘区12T西壁のC2a層 ,C

5層 ,C6層 ,C10層 ,C12層 ,C14層 よりそれぞれ採取された。

(4)D地区 (試掘区)

試掘区14T南壁のD8層 ,D9層 ,Dll層 ,D12層 ,D13層 ,D14層 ,D16層,D18層、北壁のD13層 ,D17層 、試掘区15

T西壁のD6層 ,D7層,D8層,D9層、封ヒ壁のD18層 ,D19a層 よりそれぞれ採取された。

(5)E地区 (試掘区)

試掘区17T南壁のE7層 ,E9層 ,E10層 ,Ell層 ,E14層、西壁のE6層 ,E7層 ,E8層 よりそれぞれ採取された。

(6)F地区 (試掘区)

試掘区16T西壁のF10層 ,Fll層 ,F13層 ,F14a層 ,F14b層 ,F16a層 より採取された。

(7)C地区 (本調査区)

B-14Grid東 壁のC3層 ,C5層,C9層 ,C12層 ,C13層 ,C14層 ,D13Grid南壁のCla層 ,Clb層 ,C5層 ,C12層 ,

C13層 ,C14層 ,C15層、D12Grid南壁のC3層 ,C5層 ,C6層 ,12層 ,C13層 ,C14層、D12Grid西壁のC2a層 ,C3

層,C5層,C6層 ,C10層 ,C12層 ,C13層 ,C14層 ,C15層 、C HGrid南壁のC3層 ,C5層 ,C6層 ,C12層 ,C13層 ,

C14層、C9Grid南壁のC2a層 ,C3層 ,C4層,C5層 ,C6層 ,C13層 ,C14層 ,C15層、C6Grid南壁のC2b層 ,C3

層,C4層,C5層 ,C12層 ,C13層,C14層、C5Grid南壁のC2a層 ,C5層,C6層 ,C10層 ,C12層,C13層 ,C14層、
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C4Grid南壁のC2a層 ,C5層 ,C12層 ,C13層,C14層,C15層、C3Grid南壁のClb層 ,C2a層 ,C5層 ,C10層 ,C12
層,C13層,C14層、C2Grid南壁のC5層 ,C6層 ,C10層 ,C12層 ,C13層,C14層 ,C15層 よりそれぞれ採取された。

3.分析法
プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をもとに、次の手順で行

った。 1.)試料土の絶乾 (105℃ ・24時間), 2)試料土約 lgを秤量し、ガラスビーズ (直径約40μm)約0.02意
を添加, 3)電気炉灰化法による脱有機物処理, 4)超音波による分散 (300W・ 42KHz・ 10分間), 5)沈底法に
よる微粒子 (20μm以下)除去、乾燥, 6)封入剤 (オイキット)中に分散しプレパラート作成, 7)検鏡・計数。
検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)を同定
の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼ

プレパラート1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料 lg中 のプラント・オパール個数 (試料 lgあ た

りのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算し
て示した。また、主な分類群 (イ ネ,キ ビ族, ヨシ属,ウ シクサ族,タ ケ亜科)については、この値に試料の仮比
重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単位 :105g)を乗じて、単位面積で層厚 l clll
あたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、キビ族はヒエ、ヨシ属はヨン、ウシクサ族はススキ、

タケ亜科については数種の平均値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種実重は1.03)、 8,40、 6.31、 1.24、 0.48

である (杉山・藤原,1987)。

4.稲作跡の可能性
稲作跡 (水田跡)の検証や探査を行う場合、通常、イネのプラント・オパールが試料lgあたりおよそ5,000個以
上の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと半〕断している。ただし、仙台市内の遺跡

では、これまでの調査の結果から基準値を3,000個 /gと している。また、プラント・オパール密度にピークが認め

られれば上層から後代のものが混入した危険性は考えにくく、密度が基準値に満たなくても稲作が行われていた可

能性が高いと考えられる。以上のことを基準として稲作の可能性を表14に まとめ、以下、各地区ごとに考察を行 う。

(1)A地区 (試掘 )

本調査区ではA3層 ,A3a層,A3b層 ,A3d層 ,A3e層,A4層 ,15a層 ,A5b層 ,A6層 より試料が採取された。
分析の結果、A3層 ,A3d層,A3e層 ,A4層 ,A5a層,A5b層の各層においてイネのプラント・オパールが検出さ
れた。従って、これら各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。この内、A4層 ではプラント・オパール密

度が3,000個 /g以上と高い値であ り、ピークが認められることから、稲作跡である可能性が高いと判断される。

(2)B地区 (試掘 )

本調査区ではBl層 ,B2層,B3層 ,B4層 より採取された試料について分析を行った。その結果、すべての層よ
リイネのプラント・オパールが検出された。従って、これら各層で稲作が行われていた可能性が考えられる。この

内、Bl層 ,B2層,33層ではプラント・オパール密度が3,000個 /g以上と高い値であり、ピークが認められること
から、稲作跡である可能性が高いと判断される。

(3)C地区 (試掘)
ここではC2a層 , C2b層 ,C3層 ,C5層 ,C6層,C7層,C8層 ,C10層,C12層 ,C13d層 ,C14層 ,C16層,C18層
より試料が採取された。分析の結果、C2a層～C13d層 の各層よリイネのプラント・オパールが検出された。従って、

これら各層において稲作が行われていた可能性が考えられる。この内、C3層 ,C5層 ,C6層,C7層,C8層 ,C10
層,C12層ではプラント・オパール密度が3,000個 /g以上と高い値であることから、稲作跡である可能性が高いと判
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断される。

(4)D地区 (試掘 )
ここではD6層 ,D7層 ,D8層,D9層 ,Dll層,D12層 ,D13層 ,D14層 ,D16層 ,D17層 ,D18層 ,D19a層 より試料

が採取された。分析の結果、D8層 ,D9層 ,D12層 ,D13層 ,D14層,D16層 ,D17層 の各層よリイネのプラント・オ
パールが検出された。従って、これら各層において稲作が行われていた可能性が考えられる。この内、D12層 ,D14

層,D16層ではプラント・オパール密度が3,000個 /g以上と高い値であることから、稲作跡である可能性が高いと判

断される。

(5)E地区 (試掘 )

本地点ではE6層 ,E7層 ,E8層,E9層 ,E10層 ,Ell層 ,E14層 より採取された試料について分析を行った。そ
の結果、E8層 ,E10層 ,Ell層 の各層よリイネのプラント・オパールが検出された。従って、これら各層において

稲作が行われていた可能性が考えられる。

(6)F地区 (試掘 )

本地点ではF10層 ,Fll層 ,F13層 ,F14a層 ,P14b層 ,F16a層 より採取された試料について分析を行った。その結

果、F10層 ,Fll層 ,F14b層 ,F16a層の各層よリイネのプラント・オパールが検出された。従って、これら各層にお

いて稲作が行われていた可能性が考えられる。この内、F10層 ではプラント・オパール密度が3,000個 /g以上と高い

値であることから、稲作跡である可能性が高いと判断される。

(7)C地区 (本調査)

本調査ではC地区に限定 して試料が採取された。ここではCla層 ,Clb層 ,C2a層 ,C2b層 ,C3層 ,C4層 ,C

5層 ,C6層 ,C9層 ,C10層,C12層 ,C13層 ,C14層 ,C15層 より試料が採取された。分析の結果、C2b層 とC9層を

除く各層よリイネのプラント・オパールが検出された。従って、これら各層において稲作が行われていた可能性が

考えられる。この内、Cla層 ,Clb層 ,C3層 ,C5層,C6層 ,C10層ではプラント・オパール密度が3,000個 /g以

上と高い値であ り、それぞれピークが認められることから稲作跡である可能性が高いと判断される。特に、上位層

を除けば、C5層,C6層 ,C10層では分析を行った地点の大半が高密度であ り、C12層でも試掘調査の際の分析では

高密度である。従って、これらの層については調査区のほば全域で稲作が営まれていた可能性が推察される。

5,ま とめ

富沢遺跡第86次調査においてプラント・オパール分析を行い稲作跡の探査を試みた。その結果、試掘調査ではA

地区のA4層、B地区の81層 ,32層,B3層、 C地区のC3層 ,C5層 ,C6層 ,C7層 ,C8層 ,C10層 ,C12層、D

地区のD12層 ,D14層 ,D16層、 F地区のF10層において、本調査ではC地区のCla層,Clb層 ,C3層 ,C5層 ,C6

層,C10層においてそれぞれイネのプラント・オ′く―ルが高い密度で検出されたことから、これらの層が水田跡で

ある可能性が高いと判断された。なお、 C地区については各層ともほぼ全域が水田跡であると推定された。
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第Ⅳ章 分析

第 2節 富沢遺跡第86次調査で採取されたテノラ試料の屈折率測定

株式会社古環境研究所  早 田 勉
1. はじE》に

仙台市域には、蔵王火山や十和田火山をはじめとする東北地方の火山のほか、中部、北海道、九州地方などの火

山に由来するテフラ (火山砕屑物,いわゆる火山灰)が多く分布している。これらのテフラの多くについては、す

でに噴出年代が明らかにされており、これら示標テフラとの層位関係を求めることによって、遺物包含層の堆積年

代や遺構の構築年代を知ることができるようになっている。

仙台市富沢遺跡第86次の発掘調査でも、調査担当者によリテフラ層が検出された。そこで採取されたテフラ試料

について屈折率測定を行い、示標テフラとの同定を試みることになった。

2.屈折率測定

(1)測定試料

屈折率測定の対象となった試料は、発掘調査担当者により発見採取された試料 1(試掘区 7T下層調査区B26a層 )

および試料 2(本調査区B7グ リッドC31層 )の 2点である。屈折率の測定は位相差法 (新井,1972)に よる。

(2)測定結果

屈折率の測定結果を表15に示す。試料番号 1には、無色透明の火山ガラス (最大径0.3111111)が 多く含まれている。

この火山ガラスの屈折率 (n)|ょ、1.51111.514で ある。重鉱物としては、ごくわずかに斜方輝石や単斜輝石が含ま

れている。一方、試料番号 2に も、無色透明の火山ガラス (最大径0。 9111111)が多く含まれている。この火山ガラス

の届折率 (n)も 、1.5101.514である。重鉱物としては、ごくわずかに斜方輝石が認められる。火山ガラスの最大

径に違いは認められるものの、火山ガラスの色調や形態さらに屈折率は一致しており、両者は同一テフラと考えら

れる。従来のテフラ・カタログに記載されている特徴と比較すると、約5,500年前に十和田火山から噴出した十和

田中如テフラ (To―Cu,大池ほか,1966,早川,1983,町田 。新井,1991)の特徴と一致する。さらに、富沢遺

跡第28次調査では、これらの試料に同定されると思われる火山灰層の下位より縄文時代早期の上器が、また上位か

らは915年に噴出したと考えられている十和田a火山灰 (To‐,町田ほか,1981)が検出されている (佐藤甲二氏

談)。 層位を含めて考えると、今回分析したテフラはTo―Cuの可能性が非常に大きいと考えられる。なおTo―Cuは

現在のところ福島県吾妻山以北の東北地方一帯で検出されており、縄文時代の良い指標となっている (早田・八木,

1991)。

3.ま とめ

富沢遺跡第86次調査の際に十和田a火山灰 (Ttta,915年 )の下位より発見採取されたテフラ試料 2点について、

位相差法により屈折率測定を行った。その結果、十和田中撤テフラ (To―Cu,約 5,500年前)に よく似ていること

がわかり、同テフラに同定される可能性のきわめて高いことが明らかになった。

文献

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究.第四紀研究,■ ,p254269.

早川由紀夫 (1983)十和田火山中如テフラ層の分布,粒度組成 ,

町田 洋・新井房夫 (1991)火山灰アトラス.東京大学出版会,
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表15 富沢遺跡第86次調査の屈折率測定結果

試料 火山ガラス 重鉱物

形態    色調   最大径   屈折率 (n)
l      ptt      cと ,仕     0.3    1.510-1.514     (opx,cp=)

2      pm     cl,tr     o,9    1.510-1.514    (opx)

pm:軽石裂.di無色,tr:透明.最大径の単位はmm.重鉱物組成の ( )は量の少ない
ことを示す。opx:斜方輝石,cpx:単斜輝石.屈折率の測定は,位相差法 (新井,1972)

による.屈折率の ( )は ,modOを示す。
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;〕       君ユ:`會こ

所取遺跡名 翻 主な時代 主 な 遺■構 主 な 遺 物 得 記 事 1頂

富沢遺跡

第轍

水日跡 弥生

;

1近世

水F跡

韓跡

非戸跡

緻 蝶

弥生土器

土師器

須恵器

的器

鰈

石器
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